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ワカメジダについて

滝 n
n
H
 

山
氏

日向特産量の羊企画槌物の申に，ワカメシグ ColysisWrightii (HOOK) ChlNG var. 

lacelata NAl{AIがらるが，とのシ〆は実はシンテンウラボシ Colysisshi)ltenensis 

(HAYATA) H. ho であって，日向特産ではなく， 南九州に在るヤリ ノホランの中で

最も個体数の多L、，しかもその分布も非常に広L、シグであるととがわかった。

とのワカメシ〆は，中井猛之進博土により，1948年4月8日，日向北郷村字大富士小字

権現谷で発見された。東京上野国立科学博物館踏襲底標本中

1) No. 79611 北 郷村 1948. 4. 8 中井，丸山

2) No. 79612 北 郷村 1948. 4. 8 中井，丸山

3) No. 79613 北郷村 1948. 4. 8 中井，丸山

4) No.110840 とくぞう島 1953. 8.13 長沢 光 男

5) No. 89133 小布瀬滝 1942. 9.22 服部新佐

以上の5点はいわゆるワカメシグで，との中の 1つ，NO.79611はタイ 7'標本でらる。

筆者は1955年7月26日，とれらの標本を奥山春季氏の許可を得て検するととができた。そ

の折記録したメモ，写真並びに議資料、舎もとにして，告王者は放の様な結論を得た。

I ワカメ シグは WrightiiCRINGには縁がない。

Fイプ標本の誕縁が平になっている。タイプ標本の契は葉柄上部に限られている。タイ

プ標本の護の下部が不規則に切れとむ。

上iiBの特徴は Wt'ightiiの基本型に反する。そして更に，生長の惑い単葉で切れ込みの

全然ないワカメシグも出て来る 。 それはヤリノホダリハラ:.--}:はv制~感じの臭う もので，

との時との 2つのシ〆は別の系統のもので為るととがわヵ、る。ちなみに，ヤリノホグリノ、

ラン ColysisWrightii (HOOK) CnlNGは奨の下部が巧現則に切れとんだり，羽片が不

規則につきだしたりしないのである。

E ワカメシダはどの系統か

単援になる Colysisには，

1) Colysis h巴mioniticlea タイワングリハラン

2) Colysis simplcifrons ヒトツパイワヒトデ

3) Colysis Wrightii ヤリ ノホダリハラ γ

4) Colysis shintenensis シγテンウラボシ

の4額が知られてし、る。ζの中で一九州、|に記録されているのはタイワソグリハラン(屋久

島)をのぞく他の3閣である。ワカメシダはその基木形質において，すでにヤリ ノホグ リハ



ランでないととがわかった。それでは一体ワカメシグはどの系統とみるべきでらろうかo

E ヒトツパイワヒトデと同じものか

田川基二博士は，ヤリノホヲンを一応別にして，ワカメシダをヒトツパイワヒトデ土問

一物だと云われる f槌!¥WJ分額地浬第15巻第2号63頁〉のはIの説明で理mでできる。

CoJysis simpJcifrons (CHHllT) TAGAWA， JOUl"Jl.Jap.Bot.25: 114. 1950-Polypo--

clium eIlipticum val・.simplicifronsCRHldTーColysiseIlipticum f.simplicifrey. 

CEJNG-CoJyS:S Wrightii var.lac巴rataNA IiA 1 IL州，紀伊半島南都，伊豆

所が，とのヒトツパイワヒトデは南九州、仲こは現在来記録で，ただ長崎県のものがグリス

トの Rイフ'標本でらるから，九州には他にも未だてEろうとL、うわけで:ある。し泊、し， それ

はシンテンウラボシの様には発達してし、ないだろう。

それで， 南九州I~こあるワカメシダが， ヒトツバイワヒトデと同一であるかどうか， 分布

の上からうたがわしし、。

1v ワカメシdll;tシンテンウラボシである。

ワカメシ〆がヒトツバイワヒトデでらるとL、うととの難点を， 百~l~の上からあげてみる

と，

1. 南九HI~こワカメシダは沢山;らるが， ヒトヅバイワヒトデは少なし、。

2. 1:zトツメイワヒトデの主側WI<はよくみえないが， ワカメシグの主側IJlRはよくみえ
る。

3. ヒトツバイワヒトデの頂羽片の幅は4cm以上にならないが，ワカメシダの頂羽l;ー

は 4cmを越す。

そして衣の点でシンテンウラボシ と同じになる。

1. ワカメシグとシンテ γウラボシは同じ場所:にある。

2 シンテ γウラボシの根茎をたどって行くとワカメシダになるととがらる。

3 ワカメシグもシソテンウラボシも共に主fHIIi派は特によくみえる。

以J の点から~f者はワカメシグはシンテンウヲボシと同一物であり ， ヒトツパイワヒト

デ土は別物であると考える。 (宮崎県1厄穆郡三納小学校〉

チャボシヌイトソヲを尾鉛山でとる 河野忠男

昨年の 7月尾鈴山でチャボシライトツウ (ChionographisKoiclzumiana Ohwりを採

集した。 標本の同定は東大理学部原究博士に倒1~J.i~、した。本年 7 月 25 F..I 再度!笹山， 同じ場

所で沢山の採集をした。場所は美h深からーしる右対川の:段上流で五万分の一尾鈴山地問の

右上隅で績5cmx縦 2.3cmの懸撃の多い渓谷の陽地であって，とのj青地点では多いが，

他では見られなかった。との植物の分(fiは大井氏のn本植物誌によれば本州、I(紀伊悶那智

0-1 j ，凶国に1%i廷となってし、る。九州|では初めての発見と思われる。との!設な稀践のもの
が尾鈴山にらるととは面白し、。
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図版 I

ワJりメシダのタ イプj事事 科憎!哩本-N.0.796lJ

ワル メ シダの~ 1プ府本 科博[I，!<i'-I屯0.7百5JJ

Tfii; 
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幸品のシダ目録

f屯 1
 
1
 

由
民

Marattiaceae (リュウピン出イ科〉

1. A)1giopteris suboppositifolia VIOE日 リ1 ウピン控イ

HymenophyIlaceae (コケシノブ科)

2. Vande)1boschia auriculata COPEL. ツノレホラプケ

3. Vanc1enboschia radicans COl'Ef，. var. orientalis H.I'ω ハイホラ プケ

var. naseana H， ho リ1 ウキュウコガネ

Gleicheniaceae (ウ ラジロ科〕

4. Diplopterygiull1 glauca NAKAJ ウラジロ

5. Dicranopteris dichotoma Bl!:liNil コシ Jj.-

Osmandaceae (ゼンマイ科〉

6， Osmancla japonica T札UN/3・ ゼンマイ

Lyg-odiaceae (ツノレシノブ科〉

7. Lygodiull1 japonicull1 Sw， カニグサ

Pteridaceae (イノモ トソウ科〕

8. Pteris Wallichiana AG. var. ll1agna TAGAWA ナチシダ

9. Pteris Fauriei HIEI¥ON ハチヂヨウシ〆

10. Pteris sp. コハチヂヨウシ l).'

11. Pteris disper KUN'l'Zl!: アマグーサシ J}.'

12. Pteris multifida POJLET イ ノモトソウ

13. O.nychiull1 japo.nicull1 KlJNZ1!:・ 担チシ ノブ

14， Stel101oma biflorum C.HIN(五 ハマホラシノブ

15. Stenoloma chl1sanum CRJNG ホヲシ ノブ

16. Lipc1saya Chienii CmNG エダウチホングウシダ

17. Co.niogramll1e i ntennec1ia FEE イワヵーネゼンマイ

18. Microlepia margipata C. CmnST¥ プモトシ〆

19. Microlepia pseuc1ostrigosa MAKJNO フモ トカ グマ

20， Microlepia strigosa PUESL イシカグマ

21， Depnsta巴dtiahirsuta ME:L'I.'. イヌシダ

Davalliaceae (シノブ科〕

22. Nephrolepis corc1ifolia Plil!:l:H:' 5-マシ〆
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Aspidiaceae (オシグ科〉

23. Cornopteris falcatum PL!ESL オニヤプソテツ

24. Rumohra aristata CmNG ホソノミカナワラピ

25. Rumohra pseudoaristata H. ho コパノカナワ ラピ

26. Ctenitis subtripinnata H. ho カツモウイノデ

27. Dryopteris sorc1idipes TAGA¥¥"A ヨプレイタチシグ

28. Dryopter:s varia O. K ナγ カイイ声チシダ

29. Dryopteris pacifica NAliA [ オオイ担チシダ

30. Therypteris glandu日耳巴ra CHDll. ハシプシグ

var. hyalostegia H. ho コハシプシダ

31. Therypteris oligophlebia CnlNG var. el巴gans CrTlNG ヒメワラピ

32. Cyc!osorus parsiticus FA IlWELL ケホシグ

33. Cyc!osorus acul11inatus NAKA I ホシJf

34. Leptogramme totta J . S ~I . ミソ.シグ

35. Diplazium oshil11ense ClIlNG シケシ〆

Blechnaceae (シシガシラ科〉

36. Woodwarc1ia prolifera HoOl¥. et AI! ハチヂヨウカグマ

Aspl eniaceae トラノオシ〆科〕

37. Asplenium incisum Tn口NJ-L トラノオシ〆

38. Neotopteris l11usaefolia S，¥1. オオ Rエワ祝リ

Polypodiaceae (ウラボシ科〕

39. Lemmap!lyllum microphyllul11 PI!E日L マメ、/担

40. Colysis elliptica CHING イワヒトデ

41. Colysis pothifolia PI!ESL var. membranacea NAKAl オオイワヒトデ

42. Colysis shintenensis H. ho シンテンヤリノホラン

43. Colysis Wrightii CnlNG ヤリノホラ γ

44. Pyrrosia lingua FAH¥¥'ELL ヒトツバ

Selaginellaceae (イワヒバ草寺〕

45. Selagin巴lIapachystacys Koroz. カタヒバ

Psilotaceae (マツバヲン科〉

46. Psilotum nudum GHISEIl. マツバラン

との目録は，1952年B月より 9月にかけて宮崎県市木村幸島で努琴、したもので， ヨプレ

イタチシ〆とブモトカグマは本県産追加在主である。(宮崎県児79沼R三納小学校〉
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乙烏と ~jt 榔島の植物

卒 田 IE 

乙島は宮崎県門!けから海を距る約 l粁の対岸にあり，ボyポン船で約10分で被れる。門

川湾の入口にあって広l囲は約2粁位の小島である。 島の名は門川湾の入口をふさぐ大戸島

〈オウトジマ〉とか，上から見た形が乙字形で:lDるから乙島(オトジマ〉 と呼ばれたとか

L 、う。

全島が石英斑岩でできて南と北に高所があって巾失は絞状になってし、る。南の高所は標

高79mあって展望台と して も大変眺めのい L場所でらる。島の周りは波浪に洗れた岩肌が

露れているヵ哨7乙南から東側は10-20mの大岩丈となって珍しい柱状節砲がよくあらわれ

ている。との岩盤には波のl受蝕によって出来た洞穴が，南に 4，東に3と北側に 1j.~って

との内最大のものはゲ龍宮のぞき h といわれてし、るもので洞穴内は潟水がた Lえて，上側

が北の事控室に開いて窓を作っている。砂i宏は西側lだけにできて巾も狭く，その北端に小さ

い砂摘が発達してし、る。

多くの稲物はが盤上の台地に生ずろ 。 ijl~前け、全島に大木が生茂り ， よさJ聞の岩丈の美し く

さとあわせて風景がよいので昭和11年12月名勝天然記念物と して指定されたが，戦争によ

る濫伐でその3分の2は失われたので最近その指定はとかれるととになってしまった。近

く別の方法で保護される織になるであろう。

との島は黒潮の暖流に沿って暖く，移植されたバナナでもよく成長する。然し織風等の

関係で結実はまだ見られなし、。認は殆んどなく時に霜柱がたつ程度でらる。

北部のず干上は耕地となり司皆伐された跡地の植物は会弱でらるが西部海岸沿し、に残され

た魚附保安休(延岡営林署管蝿〉は自然林に近<， タプノキ，カプノキ，スダジイ，グス

ノキ， ヤプニッケイ ， モグ R チバナ等の巴木からなる!侵械の照~g樹林をなしでいる 。 島問

の絶壁や東海岸は今でも珍しい植物が多L、。 絶壁には2-3本のピロウが自生するし，ス

ナプショウが湿潤の陰地に見られる。西側の海岸に近l頚ペニノミナボロギグが沢山生ずる様

になった。又舟附場からすぐの林下にコササキピがも包めて多いのもとのF付近では珍しし、。

との烏の植物は73科190滋 47変極で計23T!!童ある。青島の1荷物j種数の209衝に絞ぺでかな
り多し、。 二つの島は植物Jの生ずる条件もちがつでいるから各h特長があるが，乞ちらもか

なり熱帯や!ffi熱帯地方に生ずる植物が多いととでは!ffJじでらる。との島にあるその様な植

物には次の様なものが数えられる。

※ Mマシグ ※スナプショウ フウトウカヅラ ※アコウ ※ヤマミカ γ

ヤナギイチプ ハスノハカヅヲ シヤリンパイ ※パグチノキ ハマナタマ メ

※イワタイグキ ※ショウベンノキ ボ}I.ンボウフウ ※タイミンタチバナ

モグタチバナ イズセ γ リヨウ ※ミミツバイ メデロホウズキ ※チシヤノキ

※シラ穿マカヅラ オオカラスウリ ※ホソバワダン ※ウスペニニガナ
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※コササキピ ハイキピ ムサシ 7プミ ピロウ ※サツマスグ ノ、マオモト

※印は青島に間生しないもの

枇欄島の名l土ピロウの生ずる島の芯;味であろうが現在島の中には 1本のピロウも見られ

ない。 30年程前は盛んにピロウの搭援をとっでミノにしたという からかなり生えていたも

のと忠われる。島は乙怠の東にあたり門)11から約7粁距 り，ポンポソ紛で 1時間かかる。

乙島同様に石英斑岩からなり，最高75mの丘状島で海辺沿L、l工会くの断主義で植物はなく，

]賀郡のみに植物相が見られる。乾燥と阪のために巨オ、のない濯木林からなり，古木、は次第

に桁オてとなってしまっている。頂上はタイシミ声チメナ，タプノキ，モグタチバナ， トペ

ラが多く，北部材、内にはアヲノグマタケランやア コウが多L、。南の突角にはマルメグミの

古木が見られ，岩墜にはD(<根を渡り@Jらしたアコウが多い。海辺沿いにはツワフ。キ，ヒ

グスグ， ホリメワグγや 1 マイ等も繁茂している。 波浪の1え蝕でとの~j と切断された島 と

いってもし、L、程の大岩塊が北に直ぐ隣っていそ，。

標本の同定に当って街Jjj妥助頂いた原京I，大:j:jニヲ民三郎両博士及水島iF.美氏叉調査に御便宜

頂L、た門川町平田苦市氏等に対し厚く{鋼l礼申上げる。

乙島と枇榔島の植物目録

註: 枇Mlß島の植物には※印をつけた。 数字は牧野，官~rfl)肉諸に のっている 頁数を子'J;

す。 7J~さない も のは同誌・にないものである。

Polypodiaceae (ウラボシ科〉

Colysis pothifolia H. lto (オオイワヒトデ〕樹陰.多.

Cyclosorus acuminatus N3kai (ぷシダ1樹陰.多 950. 

※Cyrtomium falcatum Presl (十ニヤプソテツ)海洋.樹陰.普通 947

Diplazium oshimer.se H. lto (シケシダ〉樹桧.普通. 933. 

Dryopteris Bissetiana C. Christ. var. typica H. ltoくオオイタチシ ダ〕 樹陰.

普J也.

LeJ11l11aphyllul11 microphyllum PresJ (マ メヅ 女〉樹皮上.少 914.

L巴pisorusThunbergianus Ching (ノキシノブ〉樹皮上.岩二i少 915 

Microlepia marginata C. Christ. (フモトシ〆〉樹陰.少. 941 

M. strigosa Presl (イシカグマ〉樹陰.多 942.

Nephrolep;s corclifolia Presl (J!マシ〆)樹陰.少. 943. 

Ptericlium aquilinum Kuh口 var japonicum Nakai (ワラピ〉草原.多 92l.

Pteris clispar Kunzeくアマ Fサシグ〕樹陰.普通 922.

HUl110hra al11abilis Chi ngくオオカナワラビ〉樹陰.少.944. 

'3t巴J101omachusanul11 ChiJlg (ホラシ ノプ〉樹陰 普通 940.

※S. chusanum var littorale H. Ito (ハマホヲシ ノプ〕海岸普通. 940. 
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Woodwarc1ia japonica Swartz Cオオカグマ〉樹陰目稀. 927. 

Gleichelliaceae くウ ヲゾロ科〉

Dicranopteris (ιlichotoma Ber.nharc!i (コ シダ〉陽地.多 964. 

D. glauca U)1c1erwooc! (ウ ラジロ〉樹下半陰地.普通. 963. 

Lyg.odiaceae (カニグサ科〉

I.ygoc1ium japo)1icum Swartz (カニグサ〉陽潤.普通 964.

Osmulldaceae Cゼンマイ科〉

OSl1muncla japonica Thunb. (ゼンマイ〉草際.普通. 964. 

Pillaceae Cマツ科う

Pinus 1:、hunb巴I.giiParlat. (グロマツ〕普通. 902 

Piperaceae (コショウ科〉

Peperomia japonica Malci no ( スナコ・ショ ウ〉湿潤陰地.稀. 第 1 1 ~ .

※Piper Kaclzura (Chois.) Ohwiくブウトウカヅラ〕樹陰普通 677.

Fagaceae Cフ.ナ科〕
Castanopsis cuspiclata (Thunb.) Schottky var. Siebolc1ii (Makino) Nakai 

〔スダジイ〉林内.多. 65') 

Ulmaceae (ニレ科〉

Celtis sinensis Pers. var. japonica (Planch.) Nakai (エノキ〉林内少.652. 

Moraceae (グワ科〕

Broussonetia Kaempferi Si巴b.(ツルコウゾ〉樹林.少 1080.

B. Kazi)1oki Sieb. (コウ ゾ〉林内.少. 650. 

※Cuclrania cochi町 hinensisくI.our.)KlIclo et Masam. var. gerontgea :Sieb. 

et Zucc.) Kuclo et Masam. (カカツガー::1-J林内.少. 650 

Fatoua villosa (ぐl'hunb.)Nakai (タワグサ〉 原野路傍少. 651. 

※Ficus erecta 'l'hunb くイヌピワ〉林内.普通 649.

F. erecta var. Siebolcli (Miq.) King心]ミソパイヌピワ〉林内.普通. 649. 

※F. Wightiana Wall.くアコウ〉海岸岩上.少. 649. 

Humulus japoniCllS Sieb. et Zucc. (カナムグラ〉樹陰多. 6-1-7. 

Urticaceae くイラグサ科〉

※Boehmeria pannosa Nakai et Satake (オニヤフ.マヲ〉枇榔島のみ 641

Debregeasia eclulis (Sieb. et Zucc.) Weclc1ell (ヤナギイチプ〉 林内.少. 639. 

Proteaceae (ヤマモガシ群。

Helicia cochinchinensis Lour. (ヤマモガシコ料、内.普通 639. 
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Poly&，onaceae (!J.デ手り

※Polygonum chinense L. (ツルソパ)海辺，多，624 

※P. cuspidatl1m Sieb. et Zucc くイタドリ3原野，海辺，多 626

P. s巴nticosum(M巴isner)Franch. et Savat. 'ママコノシリヌグイ〉原野，

海辺.普通 621.

※Rumex japonicus Houtt. (ギシギシ〉原野，海辺，普通. 630. 

Chenopodiaceae (アカザ科〉

Chenopoc1ium virgatum Thl1nb.. (カワラアカザ)海岸砂地，多 613

SaIsola Komarovii IIjin (オカヒジキ〉海岸砂地，稀 609

Amaranthaceae (ヒユ科〉

Achyranthes japonica (Miq.) Nakai (イ ノコヅチ)海岸原野，多 606

A. japonica var. hachijioensis Honc1a (ノ、チジヨウイ ノコヅチ〉海岸，普通，

Phytolaccaceae (ヤマプボウ科)

Phytolacca arner允anaL. (ヨウシユヤマプボウ〉林内外海岸，少 604

Aizoaceae (ザグロソウ科〉

Tetragonia tetragonoic1esくPaII.)O. Kuntze (ツルナ)海岸砂地，少 603

Caryophyllaceae (ナデシコ科)

Arεnaria serphyI1ifolia Linn. var. fenuior Mert. et Koch (ノミノツヅ リ〉

海岸，少 593

※Dianthus japonicus Thunb. (ハマナデシコ〉海岸，普通 582

Rununculaceae (キンポウグ科〕

Aql1ilegia ac1oy.oic1esくDC.)Ohwi (ヒメウヅ〕陽地，少 567

※Clematis Ma:o:imowicziana Franch. et Sav. (セ γ ニンソウ〉原野林内，普通，

550 

Ranuncl1Il1s cantoniensis DC. (ケキツネノボタン〉山足路傍，普通，554， 1075 

Lardizabalaceae (アケピ科〉

Akebia ql1inata (Thunb.) Decaisn巴くアケピ〉林内，普通 549

※Stauntonia h色文aphyIIa(Thunb.) Decaisne (ムペ)林内，普通 549

Menisperrnaceae (ツヅラフジ科)

Coccl1Ius trilobus (Thunb.) DC. (カミエピ〉林内，原野，少 544

Sinomeni um acutumくThunb.)Rehd. et WiIs. (ツヅラプジ〉林内，原野，

普通 543

※Stephania japonicaく'l'hunb.)Miers (ノ、スノハカヅラ〉樹陰，普通 543
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Mag'nol iaceae モクレン科〉

Kac1sura japonica (Thunb.) DU)1al (サネカヅラ〉林内，普通 538

Michelia compressa (Maxim.) Sarg. (オガ3<，'ノヰ〉林内，少 540

Lauraceae (ダスノキ科〕

Actinoc1aphne lancifolia (Sieb.巴tZucc.) Meisn. (カプノキ〉林内，多， 534 

Cinnamomum Camphora (Li)1n.) Sieb. (グス ノキ)林内，少 536

※C. japo)1icum Sieb. (ヤプニッケイ)林内，普通 537

※Fiwa japonica ]. F. Gmelin (ハマピワ〉林内，少 535

※Machilus japonica Sieb. et Zucc. (ホッパタプ〕林内，普通 536

※M. rrhllnbergii Sieb.巴tZucc. (タプノキ〉林内，多， 弓36

Neolitsea sericea (Blllm巴)Koic1z. (シログモ〉林内，少 535

Papaveraceae (ケシ科〉

※Coryc1alis heterocarpa Sieb. et Zucc. var. japonica Ohwi (キケマン〉海紫陰地

少 526

Crassulaceae (ペンザイソウ科〉

Sec1um Makinoi Ma主im.(マルメマンネングサ〕海索活上，多 502

Pittosporaceae (トベラ科〉

※Pittosporull1 'l'obira (rrhunb.) Ait. (トペラ〉林内，海岸，多 478

Rosaceae バラ科)

Prunus ]amasakura Sieb. (ヤ~:'1)""ラ〉林内，少 438

P. Zippeliana Miq. (パグチノキ)~.本内 ， :p ， 442 

※Raphiolepis umb巴lIata(Thllnb.) Makino (シヤリンパイ〉海岸，多 466

※Rosa Wichuraiana Crepin (テリハノイパラ〉枇伺H島のみ 146

Rubus BlIergeri Miq. (フュイチプ〉樹陰，多 461

※R. ribisoic1eus Matsum. (ハチヂヨウイチゴ〉樹陰，多

R. Siebolc1i Blllm巴(ホウロタイチプ)海岸，多 462

Leguminosae マメ科〕

Albizzia ]ulibrissin Durazz. (ネムノキ〉林内，原野，普通 433

Amphicarpaea Ec1geworthii Benth. var. japo)1ica Oliver (ヤプマメ〉原野3 多，

402 

Caesalpinia japonica Sieb. et Zucc. (ジャケツイバラ〉林内，海岸，少 431

※Cannavalia li)1eata DC. (J、可ナタマメ〉海辺，少 406

Desmoc1i山nBuergeri Miq. (シパハギ〉路傍，少

Rhynchosia volllbilis Lour. (声ンキリマメ〉山原，少 403
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Oxalidaceae (カタバミ科〕

Oxalis corniculata L. (カタバミ〉路傍，普通 399

Rutaceae (ミカン科)

Fagara ailanthoic1es (Sieb. et Zucc.) Engler (カラスザンショウ〉林内，少，391 

F. mantchuricaくBennett)Honc1a (イヌザ、ンショウ〉林内，原野，普通 391

Polygalaceae ヒメハギ科〉

Polygala japonica HouttuYJ1 (ヒメハギ〉路{弘普通 382

Euphorbiaceae (トウグイグサ科〉

Daphniphyllum macropoc1um Miq. fo. viric1ipes (Nakai) Ohwi (アオジFユズ

リノウ林内，稀

D. Teijsmanni Zollinger (ヒメユズリハ〉林内，普通 380

Glochic1ion obovatum Sieb. et Zacc. (カンコノキ〉綜内，原野，少 381

Mallotus japonicus (Thunb.) Muller-Arg. (アカメガシワ〉林内，原野，普通，

379 

Tithymalus Jolkini (Boissier) Hara (イワタイグキ〉海岸，少 376

Anacardiaceae (ウルシ科〉

Rhus succec1anea L. (ハゼノキ〉林内，少， 370 

R. trichocarpa Miq. (ヘーマウルシ)~*内、 少 371

Celastraceae (ニシキギ手り

Celastrus orbiculatus Thunb. var. orbiculatus (ツルウメモ ドキ〉原野，林内〉

多 360

C. pllnctatlls Thllnb. (テリハノツルウメモドキ〉林内，原野，多，

※Euonymus japonicus Thunb. (マサキ)海岸，林内，多 362

Staphyl eaceae (ミツバウツギ科〉

Ellscaphis japonica (Thnb.) Kanitz (プンズイ〉林内，普通 360

Tllrpinia ternata Nakai (ショウペンノキ〉林内，多

Vitaceae (ブドウ科〉

Ampelopsis brevi pec1unculata (Ma:-:im.) Trautvetter var. heterophylla 

(Thunb.) Hara (ノブドウ〉原野，林内，多 340

Parth巴nocissustricuspic1ata (Sieb. et Zucc.) Planch. (ツタ)~木内， 多 341

Elaeocarpaceae (ホルトノキ科〉

※Elaeocarplls japonicus Sieb.巴tZucc. (コバンモチ)村:内，普通，

E.sylvestris (Loureiro) Poiret var. ellipticus (Thunb.) Hara (ホル トノ キ〉

林内，少 340
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Sterculiaceae (アオギリ手り

Melochia corchorifolia L. (ノデアオイ〉海岸，荒地，稀 331

Actinidiaceae (マタタピ科〉

Actinia rufa Planch. (ナシカヅラ〉林内，少，

Theaceae ツバキ科)

※Camellia japonica L. var. japonica ヤプツバキ〉林内，多 328

※Eurya emarginataくThunb.)Maki)1o (ハマヒサカキ〉海岸，多 327

E. japonica Thunb. var. japonica (ヒサカキ〕原野，少 326

Violaceae (スミレ科〉

Viola grypoceras A. Gray (タチツボスミレ〉路傍，普通 311

Flacourtiaceae (イイギリ科〕

Xylosma congestum (Lour.) Merrill (グス ドイグ〉林内，稀 308

Stachyuraceae (キプシ科)

Stachyurus pra巴coxSieb. et Zucc. (キフ.シ〉林内，原野，普通 307

Thymelaeaceae (ヂンチ担ウゲ科〉

Daphne kiusiana Miq. (コショウ ノキ〉樹陰，稀 305

Elaeag'naceae グミ科〉

Elaeagnus glabra Thunb. (ツルグミ〕林内，普通 302

※E. macrophylla Thunb. (マルメグミ)海岸，多 302

E. pungens Thunb. (ナワシログミ〉林内，多 302

E. x submacrophylla Servettaz (オオナワシログミ) (ナワシログミとマルバグ

ミの維種)林内，稀

Araliaceae ウコギ科)

AraJia elata (Miq.) Seemann var. elata (タラノキ〉林内，少 284

Dendropanax trifidus (Thunb.) Makino (カグレミノ〉林内，少 285

※Fatsia japonica (Thunb.) Dec. et Planch. (ヤツデ〉林内，多 288

Hec1era rhombea Sieb. et Zucc. (フユヅタ)林内，多 287

Umbelliferae (セリ科〉

Angelica shikokiana Makino (イヌトウキ〕海岸湿潤地，少

Centella asiatica (L.) Urban (ツボグサ〕路傍，普通 282

Cryptotaenia japonica Hassk. (ミツバ〉海岸，少 275

Qenanthe javanica (Blume) DC目〔セリ〉海岸，ゆ 274

※Peucec1anum japo.nicum Thunb. (ボタンボウフウ〉海岸，多 267
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Sanicula chinensis Bung邑(ウマノミツバ)路傍，普通 281

Torilis japonica (Houttuyn) DC. var. japonica (ヤプジラミ〉海岸，多 280

Ericaceae (ツツジ科〕

Lyonia ovalifolia var. eIliptica (Sieb. et Zucc.) Hand.-Mazz. (ネジキ〉

林内，多 244

Rhoclodenclron tosaense Makino (フジツツジ)?原野，普通

Vaccinllm bracteatum Thllnb. (シヤシャンボ〉林内，原野，普通 240

Myrsinaceae (ヤブコウジ科〕

※AthruphyIlum neriifolium (Sieb. et ZllCC.) Hara (タイミン Fチバナ〕林内， 多

237 

Blaclhia crenata (Sims) Hara (マンリヨウ〉樹陰，少 238

※B. Sieboldii (Miq.) Nakai (モグタチバナ〉林内，多

Maesa japo.nicaくThunb.)Moritzi (イズセンリヨウ〉樹陰，普通 239

Primulaceae (サグラツウ科〉

Lysimachia japoo.nica Thunb. var. subsessilis F. Maekawa (コナスピ〉路傍，

普通 232

※L. mauritiana Lamarck (ハマボツス〉海岸，多 232

Symplocaceae (ハイノキ科)

※Dicaliy. glauca (Thu.nb.) Migo (ξ ミツパイ〉林内，普通‘ 226 

D. Illcicla (Thu.nb.) Hara (グロキ〉林内，多

D.myrtacea (Sieb. et Zucc.) Hara (ノ、イ ノキ〉林内，普通 225

Log-aniaceae (ブヂウツギ手り

Garclneria nlltans Sieb. et Zucc. (ホウライカヅラ)林内，普通

Oleaceae (モグセイ科〉

LigustrLll11 japonicum Thunb. (ネズミモチ〉林内，少 220

Apocynaceae (キヨウチグトウ科〉

※Trachelosp色rmum asiaticLll11 (Sieb. et ZLlCC.) N孔kaivar. intermedillm 

Nakai (テイカカズラ) (海岸型を含む)，林内海岸，多 208

Asclepiadaceae (ガガイモ科〉

Stephanotis japonica Makino (シタキソウ〕林内，稀 203

Convolvulaceae (ヒルカ・オ科〉

Calystegia Solclanella (L.) Roem. et Schult. (ハマヒルガオ〉海岸，多 200

Borag-inaceae ムラサキ科〉

Bothriospermum te.nell um (Hornemann) Fisch 巴tMey. (ハナイパナ〉路傍，

普通 193
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l!:I1r・巴tIaovalifoIia I-tassk. (チシヤノキ〉林内，勢遇 195

Trigonotis pec1uncularis (Trev.) Benth. (キュウリグサ)路傍，普通 190

Verbenaceae (?，マツヅラ科〉

※Callicarpa japo)1ica T、hunb.var. lLll':urians Re h~ler (オオムラサキシキブ〉林内，多

Cleroc1e)1c1rL1111 trichotoll1ul11 Thunb. (グサギ)A>l:内，原野 186

Premna japoni四 Miq.(ハマグサギ〕原野，林内，少 185

Vitex rotnnc1ifolia L. fil. (ハマプウ)海岸，多 186

Labiatae シツ科〉

Ajuga c1ecumbens Thunb. (キランソウ)ft各傍，少 182

Scutellaria inc1ica L. (々ツナミソウ〉路傍3 普通 180

Scutellaria parvifolia (Makino) Koidz. var. vulgaris Hara (コメノタヅナミ〉

山足，少

Solanaceae (ナス科〕

Lycianthes biflora (Lour.) Bitter (メジロホオズキ〉樹!塗，少

Solanul11 lyratul11 1、hl1nb.(ヒヨドリジヨウゴ〉林内，原野，少 157

※S. nignlm L. (イ ヌホオズキ〉海岸，Æ~・内 ， 普通 156

Plantag"Inaceae オオパコ科〉

Plantago asiatica L. var. c1e)1sil1sCL印 Pilg色r(オオバコ〕路傍，普通 121

Rubiaceae (アカネ科う

Damnacanthus ，major Sieb. et Zucc. (グ Z ズネノキ〉林内，普通 114

Garc1enia jasminoic1es Ellis fo. granc1iflora Mョkino(?'チ7シ〕樹陰，普通，

117 

H巴c1yotisbiflora (L.) Lamarck var. parvifolia Hook. et Arnott. (ソナレムグ

ラ〉海岸，普通 121

paec1eria scanピlens(Lo町 eiro)Merrill var. Mairei (Leveille) Hara (ヘダソカ

ヅラ〉林内，原野，普通 116

※P. scanclens var. maritima (Koiclzl1mi) Hara (テリハヘグソカヅヲ〉林内，海岸，

普通

P. scanclens fo. microphylla (Honcla) Hara (ホッパヘグソカヅラ〉林内， 路{傍，

稀

Psychotria serpens し くシラ担マカヅラ〉樹幹，岩上，普通 117

Caprifoliaceae (スイカヅヲ科〉

LO)1icera affinis Hook et Arnott. (ハマニンドウ〉海岸林内，普通

L. hypoglauca Miq. (キ〆チニシドウ〉海岸林内，普通 102

L. japonica Thl1nb. var. japo)1ica (ニンドウ〉林内，原野，普通∞
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Viburnllm Awabllki K. Koch (サンプジ-，.)林内，普通 107

Cucurbitaceae (ウリ科〉

Gynostem:na p3口t叩 hyIlum(Thunb.) Makino (アマチヤグノレ〉林内，少 36

M、V河i[e制E討10ωthr川 J戸ap仰on叫:c臼a(Th加111n巾b.)ルMa:>:討imη (てズメウリη〉原型野野3手" 少 93
1、richosanthesbracteata (L.) Voigt (十オカラスウリ〉林内，少

T. cucul1leroiclesくSer.)Maxim. (カラてウリ〉林内，原野，普通 88

1'. Kirilowii Ma:r.im. var. japonica (Miq.) Kitamura (キカラスウリ〉林内，

普.iill， 88 

COs.1positae (キタ科〉

Ac1enost巴mmaLavenia (し)O. Kuntze (ヌマ〆イコン〕湿地，少 79

Artemisia princeps Pampanini (カズずキコモギ=ヨモギ〕路傍，原野，多 38

Biclens biternata (Lour.) Merrill et Shertt (セγ〆ングサ〉路傍，普通 53

CarpC!sium glossophyIlul11 Maxim. (ザジガングピツウ〕原野，少 59

Chrysanthemum japonense (Mal<ino) Nakai (ノヂギグ〉海岸，多、 44 

Cirsium japoniclllTI DC. (ノアザミ〉路傍，普通 20

※Crepicliastrum lanceolatum (Houttuyn) Nakai (ホツメワダン)('nJ滋，多

Emilia sonchifolia (L.) DC. (ウスペニニガナ〉路傍，普通 28

Erechtites missionum Malme (ベニバナボロギグ〕路傍原野，普通

E r i g ~ l・on canaclensis L. (ヒメムカシヨモギ〕路傍.海岸，多 67

Eupatoriul11 chinense L. vm¥simplicifolium (MakiJ1o) Kitamura (ヒヨドリ

パナ〉林内，原野，教通 78

※J7arfugil1lηjaponic111l1 (L.) Kita1l111ra (ツワブキ〉海岸，多 27

Lactuca sororia Miq. var. SOt・oria(ムラサキニガ十〉材、内，原野，少 5

Paraix巴risc1eJltic111ata (Houtt.) Nakai (ヤグシソウ〕路傍，原野，多 6

Siegesb告ckiaglabrescens Makino (コメナモミ〉路傍，普通 56

S. pubesceJ1s Makino (メナモミ〉路傍，普通 56

Solidago Virgal1rea L. subsp. asiatica Kita1l111ra (アキノキリンソウ〉原野，多

77 

Sonchl1s 01巴racel1SL. (ノグシ〉路傍，多

YOl1ngia japonica (L. ) DC. (オニ担ピラコ)林内，路傍，多 10

Gramineae (イネ科)

Agmpymn tSl1kushicllse (Honcla) Ohwi val・ transiens (Hack.) Ohwi (カモジ

グサ〉原里子，海様，多 871

Alopecurus aequalis Sobol. var. al11l1rensis (Komarov.) Ohwi (スズメノテツポ

ウ〉海岸，路傍，多 845
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Arthrazo)1 hispidus (Thupb.) Makino Cコプナグサ〉路傍，普通 831

※Aru)1di)1aria Simonii CCarr.) Riviere (メグケ〉原野，多 878

Beckmapnia Syzigachne (Stel1c1.) Ferpald (カズノコグサ〉原野，多 853

Calamagrostis arunc1inacea (L.) Roth var. brachytrich呂 (Steuc1.)Hack. (ノ

ガリヤス〉原野，多 850

Cynoc1o)1 DactylonくL.)Persoon (ギヨウギシバ〉海岸，路傍，多 852

※Digitaria ac1sce.nde.ns (H. B. K.) Henr・. (メヒシメ〉海岸，路傍，多 837

D. violascens Li.nk (アキメヒシバ〕海岸，普通 837

Imperata cylinc1rica (し)P. B巴auv.var. Koenigii (Retz.) Durand et Schinz 

〈チガヤ〉原野，多 827

Ischaemum a.nthephoroides (Steud.) Miq. (ケカモノハシ〕海岸，多 828

Lophatherum gracile Bro.ngn. (ササタサ)林内，多 862

Misca.nthus sine.nsis Anc1erss. (ススキ〉原野，多 824

※M. sipensis var. cO;1densatus (Hac1，.) Makino (ハチジヨウススキ〉 海岸，普通

825 

※Oplismenus u.ndulatifolius (Arduino) Roem. et Schult. (ケチヂミザサ〕林内，

多 834

Panicum repe.ns L. (ハイキピ〉海岸，普通

※Phragmites japo.nica Steud. (ツルヨシ〉枇柳島のみ 859 

Setaria ezcurrens (Trin.) Miq目 var. pal1ciseta (Stel1c1.) Ohwi (コササキピ〉

海岸樹陰，多

S. viric1is (L.) P. Beauv. (エノコログサ〉路傍，普通 838

S. viric1is var. pachystachys (Fra.nch. et Sav.) Makino巴tNemoto (ハマエノ

コロ〉海岸，普通 838

Sporobolus elongatus R. B1'. (ネズミノオ〉路傍，普通 847

※Zoysia macrostachya Franch. et Sav. (オニシバ〕路傍，少 832

Cyperaceae (カヤツリグサ科〉

※Carex Boottia.na Hook. et Arn. (ヒグスグ〉海岸，普通 797 

C. brevicul.n1is R. Br. (ア ヲスグ〉路傍，普通 788

C. brun.nea Thunb. var. Nakiri Ohwi (ナキリスグ〉林内，少 794

C. Doiana Spre.ng. (シラスグ〉林内，普通 796

C. la.nceolata Boott (ヒカグスグ〉樹陰，多 791

C. ligulata Ne田 (サツマスグ〉林内，少

Cyperus compressus L. (ググガヤツリ〉路傍，少 816

C. cyperoic1es (し)O. KU)1tze. (ググ〉路傍，普通 799

C. rotunc1us L. (ハマスゲ〉路傍，海岸，多 819
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※Fimbristylis sl1bbispicata N巴eset Meyer (ヤマイ〉海岸原野，普通 808

Palmae (ヤシ科〕

Li'listonia sl1bglobosa (Hassk.) Mart. (ビロウ〕岩.1-_，稀

Araceae (サトイ モ科〉

※Arisaema ringens (Thl1nb.) Schott (ムサシアプミ〉樹陰，多 776

A. ring巴nsvar. Siebolclii Engler (ムラサキムサシアプミ〉樹陰，少 777

Pinellia tripartita (Blume) Schott (オオノ、ンゲ〉 樹陰，多

Commelinaceae (ツ-:L~サ科)

Commelina comml1nis L. (ツユグサ〉海脅，樹陰，普通 769

Juncaceae (イグサ科〕

Juncus effl1sl1s L. var. clecipiens Buchen. (イ〉留地，少 764

Liliaceae (-:Lリ科〉

Allium Grayi Regel (ノ ピノレ〉原野，普通 74，5

Asparagus lucidus Lipc1l. (グサスギカヅラ〉原野，普通 73，5

Hem巴rocallisfulva (L.) L. var. Kwanso Regel (ヤブカンデウ〉岩壁，多，7，50 

Lilil1m Leichtlipii Hook. fil. var. figrinum (Regel) Nichols. (コオニユリ〉

原野，少 740

Liriop巴 platyphyllaWang et Tang (ヤプラン)樹陰，普通 727

※Ophiopogon ]aburan (Kl1nth) Loc1c1. (ノシラン〉海脅樹陰，普通

※Scilla scilloic1回 (Lipcll.)Druce (ツルボ)枇榔島のみ 737 

Smilax China L. (サルトリイバラ〕原里子，普通 72，5

Amaryllidaceae (ヒガンノミヲー科〉

Crinl1m asiaticum"L. var. japonicum Baker心、マオモト〉海岸，多 724

Dioscoreaceae (ヤマノイモ科〕

Dioscorea bulbifera L. (ニガカシュウ〉林内，普通 719

D. japonica Thunb. (ヤマノイモ)i枠内，普通 717

D. ql1ipql1eloba Thunb. (カエデドコ ロ〕林内，少 720

Zing-iberaceae (ショウガ容り

※Alpinia chip巴nsisRoscoe (7 7ノグマヌケラン〉 枇榔島のみ

A. japonica Miq. (ハナメヨウガ〉樹陰，普通 708

(宮崎大学農学部植物病玉虫研究室〉
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宮崎腕産カメムジ類の解説

!司 一角 輝 展

日本におけるカメムシ績の中で宮崎県唯一にのみ分布する種績はないにしても，地理的

に日向の占める位置から，自然にカメムシ類の分布上，生態上突に興味ある種額が存在し

ている。と Lに列記した19種はツチカメムシ科，マルカメムシ科，カメムシ科 !lヌギカ

メムシ科の5科に及んでいるが，今日までそのB制は珍稀な種に!認しているが，今後の会

員諸氏の活動によって，相当[1月るみに出る事と，思う。紙面の部合によりイトカメムシ科以

降のものについては機会ある毎に解説は進めて行きたい方針でで:lDる。

本稿を単するに当勺て，日常御高教を給わる九大差益学部昆虫学教室の江崎，安松両博士

並びにん大教5史学部の白71<，宮本助教t互に厚く御礼申し上げる。特に白71<助教授からは筆
者との多くの談話において宮崎産カメムシ額のデータを位11提供下された事に対して改めて

深甚の敬意を表する決第である。 また~者が在宮崎時代に始終カメムシ類の分額を御指導

下された東京決案技術研究所，昆虫分Z質問定教室の長谷川仁先生に深〈感謝する。 最後に
現香川後科大学昆虫学研究室の松沢首助教授も始終便宜を与えられ，その御親切に心から

御礼申しあげる。

種名後の数字は昭和廿七年北|盗館発行の日木昆虫図滋の図説番号を示すので読者ーはそれ

を参照されたい。

Adrisamagna Uhler ヨコヅナツチカメ ムシ (456) 

本t!l1は日本産ツチカメムシ科最大の個体で体全体が黒褐色，触角の各先端及び第3，4節

は黄褐色を示すので他極と著しく異る。今までの採集記録から，殆んど燈火に飛来し捕獲

された個体が多L、のであるが，筆者は宮崎神宮境内においてグモの巣にかかって死滅して

いる個体を採集したのをはじめ，清武で落援の下から 1Oを得た。一般に燈火飛来は5月

-6月中旬にかけてみられるが，おそらく交尾籾に地上に出現するl時候と一致していると

思われる。朽木の中，落援の下で:主に生活していあが，不明な点が多L、。食牽未詳，宮崎

市附近では採集例も少ないし，宮崎将l宮から平和台に歪る森林地稽は本種の採集に釘曲で

i:>る。米良，祖母山地方では鐙者の知る限り今まで10数頭の詑録があるに過ぎず，務島，

日 南海岸一斗f}から， はつ~りしたデータはみていなし、。分;(ri .J:しては木川\， I'~I国，九州，

台湾，支那，ピルマが挙げられている。試みに多採集例を示-1tff，1938年福岡の英彦山に

て5月29日-31日の3日間に29i'ii'iが得られているが，本州、|でもその織な例が二三はある。

Chilocoris confusus Hornath チピッチカメムシ (460) 

日本産ツチカメムシ科最小(体長 2 -2 . 5mm) 個体で，全体褐色，附~(jが極めてtlll\' 、

のが特徴である。本;箇もヨコヅナカメムシ主問機比較的個体数の少い仲潤の一種でらり，

地表持に宮大学芸学部校庭のシロツメグサ粉・落内を~)H則している{国体を 5 月下旬-6 月
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中旬の短籾間に観察したデ-!J.を持ってし、る。ごく稀に燈火に飛来するが，それよりも甲

虫額のプミムシ ・アリズカムシ ・チピ声マムシ採集家が，オ二種をしばしば発見するととか

ら惟してやは り土中に生活しているものが多い事を示している。畠の隅に積み重ねられた

雑草やちり緩めを充分にあさってみるとえ二種が必らず得られる。宮大農学部内の竹林帯は

本種の好採集地として筆者がす旨摘していたが.一挙に18頭位は得られるものであ乏。木種

はおそらく根に寄生ずるもので，生活史未詳，分;{r;は本9+1>九州，カシミヤ地方に及び古

くはツヤツチカメムシと して C.nitic1us Mayrが適用されていたが本種とは別である。

Sti baropus sp. く第 1図参照〉

本!耐こ!荷する積額は脚に著しし、!f!j撒 があっ

て，!館館jは膨大し多くの決起を並べ胸背及

び小:y百十反は円くふくらみ，明かに土中棲息す
る事が知られる0*1馬は!日北区，東洋区に広

く分布するもので我が固か ら本91-1 (東京駒

場 ・平山〉から得られてし、るに過ぎなし、。台

湾にも S.moligms Schioc1t巴 に近い種が

発見されてをり，朝鮮京城から Stibaropus 第 1 図

の一種が得られているが確実な種名は目下検討中である。従って本協の多 くの種が日本か

ら追加されるのは明らかで，鹿児島佐多岬宮崎都弁岬，日南海岸地帯に発見される可能性

は大きいが，大体5月中旬-6月下旬にかけて， 河川流妓でタカ旺んに飛瀕する例が知ら

れているので，宮崎市大淀川辺にも調査を進めるぺきと思う 。

Coptosoma japonicum MatsulTIura キボシマノレカメムシ (465) 

稀障に鼠寸るもので，体長3mm内外，黒色で前胸背に6責務紋，小楯板に2業紋及び

その周辺に黄色帯がらる::}'fによって他種と区別される。 本極には近似種が多 くて，ヒメマ

ルカメムシ C.biguttula Motschulskyは最も近い極でらるが，現在本州産のものに3

極が発見されてし、る。本極は本9+1，四国，九州，台湾より報じられ9 メドハギ等の萱科植

物に寄生する。幾分山地性で，宮崎県下では窃島山，rlJ房山，祖母山，七ツ山でわづかな

がら筆者が探集したが，その中一極は C.japonicum M. と区別される個体を持ってを

り，今後の調査によって， まだまだ本極近似のものが得られる惑は凝い のないと思う。

PO巴cilocorissplenc1ic1ulus Esaki ニシキンカメムシ (467) 

本主[\~ カメムシ額で最も美麗僅， '14'長は16-17mmで金縁色の地に紫褐色の借がある。

分布としては本州，九州1，最近朝鮮にもいる率がわかった。本径は比較的最近発見された

もので話題を提供したが， 会く)')3異的でらる。九州では筑前古処山に初夏 (6月'f旬-7

月中旬jイワブヂの主主上に多産するのは有名-1:，発生地主主はごく限られてし、る。近似種の

P. lewisi Distantアカスヂキ γ カメムシは幼虫態で越冬するので有名であるが，とれ

も京極と問様ブヂ頒を食2まとし，ヌホオ ノキの突に栄った例も報告されてレる。主筆者は宮

崎神宮境内のブヂで5頭のニソプを得ているが， ニシキンカメムシよりは多い個体でら
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る。本tmは宮崎県から報告例をみないが，祖母山から従業山地にかけて分布可能の条件を
備えている地域が多し、。 試みに Poecilocorisはくギリシヤ誇〕美しいカメムシの窓，

splencliclulusはくラテン誇)すばらしレの怠で全く『すばらしL、美しいカ メムシ』と

L づ 失第である。

Scotinophara scotti Hornath ヒメグロカメムシ (473) 

本経;は体長わづかに6mm程度，全体熱色にして前胸背に4本の突起を有して¥，、る，近

似種の S.1 uricla (Burmeister)イネグロカメムシ及び S.hornathi (Oistant)オオ

グロカメムシ 止同i震においてあるが，本極は別!誌にすぺきと考えられる。極く平地にみら

れ，個体数が非常に少なL、。しかし1955年久尚米 L福岡〉において雑草間で成虫約20頭が

一挙に採集された詑録がある。筆者はグロカメムシ越冬個体保集中に石の下でlo1!A，刊号武
で採集したが，わづかながら日向ライン，住吉，広瀬，富高で得ている。食草としてイ

ネ斜地物oで，とれらの群港地帯には多数個体が得られる可能性は多く，仏lヲ!をいの凹地が好
適地である。イネについた例はまだみなし、。オオタロカメムシ (474) は泉佐辛口義氏によ

り1952年に大分市で深集されているので.Iれ北部では発見の公算が大きし、。ヒメ グロカメ

ムシは本9'卜!，九州、1，朝鮮に分布，オオグロカメムシは本jト[，九州〈大分のみ)，両者とも

四国から米記録で， 宮崎県下からもう少しデ-!Jを出して欲しい種である。

Aelia fi巴beriScott ウズラカメムシ (479) 

資格色に黒色の縦紋があり lcm内外のj七絞的きれいな種である。本:聞は和歌山，紀伊

半島一帯にはスズメノチヤヒメな食草として，かな り多く見出される個体であるが，:;1:州

西部一帯にはかなり多 く，朝鮮，詰古川1.四国にも分布し，j[.j卜|においては稀種に属してい

る。宮崎では白7.J<.1盗助教授によりーツ奨海岸で採集された事があり，その他今までその記

録はなL、。しかしごく平地に躍する種で，筆者が宮大学芸学部の校庭で6月19日 (1953)

に 1♀を採集した。 大方'の注意をうたr.がしたい。

Sepontia aenea Oistant 担マカメムシ (485) 

本属は1864年に StaIがアフリカのものについて記戴したのをはじめとして，世界でも

10数種しか発見されてをらず，!f'#に東洋区に分布するものである。日本のFマカメムシも

例外なく個体数の少いもので，ルイスが日木fE;虫採集時に，熊本県湯ノ山くYuyan1a)で

得て，1883年 Oistantがガr;極として発表したもので，今までしばしば氷川1， 四国のみに

産すると誤報されてし、たが，九州、|が Typ巴 Iocalityであ乙。近年福岡の若杉山，久尚3手;

で採集したが，宮崎県下から樵裂 く1o)を除き，そのデータを知らなし、。尾鈴山，日向

ライン，双石山，菅井岳等のツノレ性の植物とからみ合ってを密集した場合をピーチγグする

事によって得られよう。 附'ltJlは5月-7月にかけてが好適である。

Palomena angulosa (Motschulsky) エゾアオカメムシ く489)

全体が一様に泌緑色で15mm内外の大きさ，九州、1ili1除没いの採集を試みた人は :-2W'a

得た記憶がらると思われる。福岡，佐賀，大分及び北海道，本州，四国ではかなり多い

が，南九州地方では山地でも非常に少なくなって，とれとや L外形を同じうするアオグサ
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カメムシ ， ツ ヤ アオカメムシがj~ï!に多くなってい乏 。 宮崎の15には本積にお1 してなじみは

浅いが， ~寺に高千総， 米良， 努島， 近く は尾鈴山等.i[[縁の方 hに大し、に活践して も らいた

い。食草としてはサグヲ，キリが主で6月一杯叉は9月一杯、それらの箆l二に静止してレる

をみる。生活史未詳である。

Alcimocoris japonensis (Scott) ウシカメムシ (495) 

和名にみられる如く，前胸背側角が牛の角状をなしてL、るι，小i樹反に2自主妓があり，
一見H資格色の個体で体長a9mm内外に達する。本州以荷台湾まで分布しているが，一般

にFヌギ材:等の山地で網枝聞をすばやく I取行しているのがみられる。{団体数は非常に少な

くて，祭者は宮崎県祖母山，市房山，七ツ山，~雲島山， 叉断、く平地の日向 ライソ ， 飲H巴山

中で若干個体を得てし、る。食草，生前史共に不明，採集朔は5-6月と 9月一10月にかけ

てが好;~ ， 県市音1\のす弁岬牧場で~tt:丘の グヌギ:1;1，;に一本種が箆官、して L 、ろ事は凝いない。 本

i認のものは東洋区に広〈分布している。

Nezara viric1ula Linne ミナミアオカメムシ

木留は N.ant巴nnataScott アオグサカメムシ と混同せられたま L今日まで発表され

ていたが，長谷川 (1954)により両者のi玄別点が日月7!~された。方‘穫は海外にあって !日北|ヌー

東洋区，アメリカ等に広く分布し，競菜室虫としてその紡除に多年の労が費や されてい

る。日本における分布は木川1(入吹島 ・三宅島 ・新島〉凶閏 (室戸町 ・吉良川町〉 ・九州、|

(青島 ・佐多岬1・屋久島 ・トカラ列島・奄美大島が主義げられてしら。その深集記録をみ

るとと詑の地点から本州、16顕， 凶閏247Wi， )L>l'i'16頭で，意事号室虫であるだけに極力探索

し，今後の動静には充分注意を払うべき種である。宮崎県下では勿論平地に分布Lてい

て，その発見はB月一10月にヵ、:-j-て最も好時期である。食1pしてはアオグサカメムシ主

(ま立同様にイネ，カンシヤ，アワ， トマト，タバコ，キグ，ピワ，モモ，ナシ，グワ，ア

ブラ ナ，ダイコン ・ナス ・ジャガイモその他が判明している。

Sastragala nipponica Esaki et Ishihara フタテンツノカメムシ (516) 

体長は13mm内外の大形態で，前閣にて黒紋を有し， 全体はて竜穆色を呈すそ。近年江崎

石原両博士により四国，九州から発見され3日戴されたもので，九州における分布は霧島山

のみで，四国高知県 ]yoro-Toge産と共に Typ巴 localityになっている。 比較的山地

伎のもので，宮崎県下からも九州ILlj泳沿いに発見される可能性は充分にらる。食草，生活

史共に未詳である。叉木!認に!司じの S.scutellata (Scott)モンキツノカメムシは♀が

自己の卵上に穫してl椅育する習性があり， 小妬板にノ、ート型叉は三角形の黄色の大紋がら

るので親しまれていろが，ハート型のものは新種として記裁さるべきものである。木州，

阿国，7LHIの山地にあって，極く平地の山林でも採集出来る。宮崎では専ら祭者は!こ1向ラ

インで採集していたが，とれらの務紋の変異を見逃せないものがある。

Canth巴conicleakyushuensis Esaki et Ishihara キユウシユウグチプ トカメムシ

く第2図参照〉

体長12mm内外で，九州から1950年江崎，石原両陣土によって発見された種である。全
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体は黒褐色で腕節に同l*l'がある。とのグチプ

トカ メムシ!lfi.科 Asopinae のものは肉食性

で， 多くの鱗麹額幼虫，他小見虫を捕食する

ので応用的知見から重要視されるー務可::liコる

2存在童が青島においてハマオモトヨトウの幼虫

及びシダスケパモドキ Ugyopsvittatus 

Matsumuraのニンフを捕食した例を観察

してL、る。九州、!の記録は青島，平尾(縮問〕

筑前〈福岡〉で， 1953年本州、|和歌山紀伊半。島

において， 告主者の虫友後藤イ中君により採集さ

れた事が幸混じられた。 まだ多く!i'i'iに海岸沿い

に発見される可能性は充分にある。乙れと同

!震の C.japon.icola Esaki et Ishiharaシ

モブリグチプトカメムシがあるが本州|間関九

州に分布し山地刊のもので，あまり宮崎県下

からは記録、がなし、様である。九州における分

布は，犬鳴山 f福岡)， となっているが，今

後の調査に期待される所甚だ大である。台湾 第 2 図

には C.concinna Walker， C. formosa Horuath及び C.furcel1ata :Wolff)その他

が分布しているが，県南部で採集されたものは一応詳細に騒を検討してみる必要がある。

筆者は青島の外に幸島 ・双石山のニケ所で得ているが，生活史は未詳である。

Andrallus spiniclensくFabricius) シロヘリグチプトカメムシ (528) 

和名はv はじめ，イシダグチプトカメムシと呼ばれていたが，1952年からシロヘリタチ

プトに変更された。つまり前趨前縁に接して顕著t.r寅内色符を有していろ惑に基因する。

体は14mm内外で，九1'i'Iの南?:事 く佐多~I甲 J 及び積子島で得られているが， 宮崎県下でも者1\

弁岬，吾容島，大島等の!こi南海岸及び矯鳥海岸では必らず得られると思う 。筆者は1952年鹿

児皇J志布志湾、のピロー島にて恐らく*慣と思われる死がL、をピロー林中で得た惑がらるの

それは前胸背側角が臭憾に突出している惑からも判断される。太極が鹿児島で発見された

ときナカジロシタメ幼虫を捕食していたと云う記録がある。分布は赤道に沿う地方に広く

分布し，東洋区.アフリカ，アメリカ，太平洋諸島にみられる。生活史不明。

Urochela quaclrinotata R巴uter ヨツモγカメムシ (537) 

『ヨツモン』 とは前倒落質郡上に各h二偲計四個のよ，I~点紋を有する事に因んでいる。 木

種は北海道，木州，問問，九州に分-f!日するも，本Hlq1f.l¥以南は高山地帯で発見される。九

州では宮崎県祖母山が唯一の:探集地になっているが， en:-1.jに背擬山(福岡Jで l♀を得
た。九州山肱連峰には，多分分布していると思うが，{固体数が少ない関係上，調査時に最

大のrm心を払う必要がある。食草としてはニレ'に寄生するので，登山叉は採集においてよ
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く御見覧願いたし、。海外では朝鮮， 支那， アム戸ノL地方にも分布する。生活史未詳なる

が，日本産グヌギカメムシ科 Urostylidaeのものは卵又は第2令ニンフで越倦するので

越冬採集時には充分その声を考慮.して欲しし、。

MoIipteryx fuliginosa Uhler オオヘヘリカメムシ (538) 

最も大型.のへ りカメムシで体長2.5mm内外，山地性でオニアザミ.ノアザミに多くみ

られる 。 九ナ1'11.1.1地たらどとでも得られるが， 制!角~ 3 節が第 4節よ h長いのが本積で， 他

に 4 ïñが 3 節より長いものの二麗が混在しているから注意を察する。 北海道本州、~， pq同

九州，朝鮮に分布して、その臭気持に強烈!5月-6月にかけて食草に陥円形のJ9Hをう みつ

け，年-iitf勺成虫として越年する。卵は l♀あたり20-30{固である。

Hygia opaca Uhler ツマキヘリカメムシ く543)

住lt角の先端のみが資協色なので，との和名の由来がある。最も普通は種類でごく平地に

も山地にも廷す乏。そして常に交尾集団を形成しているので有名である。その食草はハマ

オモ ト， ヤマグ む シダの各種に及び多食性であるが，本額には8において， 生7i{J板が後

方に一つの凸状突起を有するもの t..， 二つの凸状になった騒があって，今までオ額とし

て発表諜報されていたが， 両者は明らかに別筒である事がわかった。即ち Colpula 

latinentris (Motschulsky 1866) オオツマキヘリカメムシで後者に属する。雪望者の知

る限りでは宮崎県下において l凸状のものは山地に 2凸状のものは平地並びに海岸性の

ものであったが， 両~r，-の分;{fjがもう少しはっきりすれば， 生態上p..w求らる分布がL 、えると

確信している。

Coriomerus scabricornis Panzer ヒメヘリカメムシ (549) 

1足褐色の個体で， 体長は9mm内外，オサIト1，北海道にあってはごく平地に産するが，九

~Hにおいて非常に{国体数が少なくて， 山地で雑草聞をスウイーピングして時主形尋られる事

がある。筆者は東米良においてと 8を得たが，その後注震をしたにも拘らず，遂に捕る事

がなかった。本聞のものはヨ ーロγバ，シペリヤにかけて多くの糧が分布し， 日本からも

数種がi臥 日される可能性は充分にあろう。最も会員議氏の活動に糊する所大である。生活

史未詳，おそらくイネ科植物を食主主としているものであろう。

Rhopalus maculatus Fieber アカヒメヘリカメムシ (554) 

とれば王手地に多い霊長でエノコ ロFサ績に多く分布してし、る。とれの鼠息地は非常に広く

!日北州全体にまたがり，本~'rl全土Vこ歪ってL 、る。しかし本種は Cori zinae !ffI.科にIl百する

が.円本産の多くの種については現在来同定の状態で，種類も多く更に追加されようが，

本原科の分類が確立するまでには年月を費やさねばならないと思う。筆者は本種に近い種

として宮崎県下から3種を得ているが，高千穂，*良，従事E方面からは多くの種が判明さ

れるのは事宍である。雑草地需を徹底してスウイ ーピングすれば突に探焦は符易でらる。

〈九州大学法学部昆虫学教室〉

23 



スK棲毘虫幼虫の水中における常巣生態

ヂ!ニ之 口 ヲ号 希

銘言

幼虫ががミy水&c.て中色

らにつLい、ての敏hなる1抵初研I!冴!庁fザ究Eはヨ次欠第におとじ白tなEけ3わつ士わ1，不明の点が明らかにな りつつある。とれ
らの幼虫が'K中でおとなう営巣行動についてはなお不明な点が残されているととを知り浅

学をヵ、えりみず研究に若手したが，十分な摘果が出なかった。街との研究は昭和28年度文

部省科学研究助吸金浦助金によるものであるととを記して謝意を表わす 。 また祭~に対し

終始御黙1むな到I j旨道湖l縦憶を給わる宮崎大学教授中島?を博士， 指7~助教授並びに;極々御

教示いただいた西京大学徳永撤明同士，奈良女子大学津田松市I守土，北海道庁衛生研究所

高矯弘博士に対して深甚の謝意を表明する。

*虫営業昆虫の分額

幼虫が7]¥中で蛍巣する毛切回，，限切日，双捌目に!蕊するものを繋摂すると次のようにな

る。

手ト 数

ナガレ トピケラ科 10 

ヒメトピケ ヲ科 3 

毛|
カワトピケラ科 4 

ヒゲナガカワ トピケヲ?"f 7 

イワ トピヶラ科 12 

グダ トピケラ科 9 

刻| シロフツヤトピケラ科 3 

シマ トピぅラ科 20 

アシエグトピケ ヲ科 5 

フトヒグトピケラ科 3 

n I ホッ パトピケ ラ平ヰ 4 

ヒグナガトピケ ラ科 27 

トピケラ科 14 

エグリトピケ ヲや| 31 

ケ トピヶラ手| 20 

キタガミトピケラ科

ナガレトピケ ラ.!1五科 務在生活

Beraeidae 日本に産しない

計 173障
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E ミズメチff
1径

プユ科 16 

ユスリカ科 4 
一一

計 | 20種

営疑 の生 態

毛 麹 目 毛矧日の幼虫に(;t下詑の三笠!ーがあって，幼虫の作る栄が臭っている。(1)カム

ポデア明。...体の-R軌と同プj向に向う頭部をもむ筒業は他物に図請され，ナガレトピケラ

科，ヒメトピケ ラ科，カワトピケラ科，ヒグナガカワトピヶラ科，イワトピケラ科，グダ

トピケラ科，シロプツヤトピケラ科，シマトピケラ斜。 包)蚕¥I[J五Q 体の長車Inに対して

直角に近い角度をなす頭部をもっており筒巣は可携性で，アシエダトピケラ科，プトヒグ

トピケ ラ科，ホッパトピケラ科，Beraeidae (n 1:に穫しなしつ ，エグリトピケラ科，ヶ

トピラ科，キタガミトピケラ科。 (3)草案問主リ ー 上記2型の中間支!ーを呈し可携料:筒巣を

作り，ケトピヶラ科がとれに!話する。

上tieのように毛刻目では闘静性と可携性の筒巣を作るのでとのこつの型について観察し

--，~ 。
(1) 園活性筒築 (図 1)ーー一山足に近L、渓流に扇翠Qの捕飼網を接りその底部に筒巣を作

ってかくれているヒゲナガカワトピケラを使用して実験を行った。営巣場所として lmx

0.3111 X 0.25 mのガラス水槽を造り箆思場所と同大の障害を入れ水道水を噴出さぜて水流を

作り，7.Kf.ili.は15
0
C-22

0
Cに保った。幼虫の体長は20111111-45111111である。 投入された幼

虫は石礁の問を俳回して後隙間に入りうごめき迩[~Jを行う。営巣の材料は虫休に接する照

聞の石を使L、他の或る種に見られるような材料の選択性はないようである。即ち石礁の聞

に潜入してそわ開聞の石に吐糸してそれらを綴り虫体に応ピ，石の湾曲に応じた筒巣を作

る。との筒巣が出来ると捕飼網を作る。捕銅網は巣口の郁分から7.K面に向って礁と1擦の聞

に営まれる 。 糸は左右， 斜~こ不規則に張られ扇却になる。幼虫はそれを足場にして次々上

方に網を広げ，同時に糸を補強する。際の下の筒巣の近くに二つの流れがらる場合には捕

飼網がニつ作られる場合がある。捕銅網の自は5cI11位で自然状態ではlCにmになる。

(2) 可f男性筒築く図3)ー ・カスリホソパトピケラを使用して観察を行った。とのカス

リトピケラを使用した造弊の研究には岩田氏の研究がらる。本1illは池沼や流速の小さL、小

)11に嬰み砂粒で(乍った筒巣を携えて生活する。もつ主もよく成長する時期は 1， 2月頃で

ある。観察に使った個体は12111111内外であった。まず砂粒で作られた筒巣から幼虫な持出

し砂粒を入れたシャーレーに移して観察した。慢の幼虫は砂中にもぐ り砂粒を1止糸によっ

て綴り砂の塊を作りその中に仰向に入る。との不規則の砂塊は仮筒巣と呼ばれる。15分で
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4mm x 10mm程度になるが企ての虫体はかくれなL、。 35分間余では12mmの仮筒巣にな

る。本筒数の蛍巣はl仮筒巣の前縁背側昔向、ら始められ前，中脚と口探を使用してl沙粒を涯

び仮筒巣の前縁に附清する。セメントの役をするのは吐糸でらる。砂粒のT文章ねの方法は

前回l安みZ重ねた部分の凹部に運んで来たl沙粒の凸部をはめ内側に吐糸して附着させる。積

み軍ねた砂粒f:t.仮筒巣の前縁にひさし状になる。 更にその左右両fRl]官~に円形に積んで虫体

を取り巻く円簡を作る。仮筒詩i蛍:W，開始後50分間で仮筒巣とも 15mmになり仮筒巣に本筒

巣が附若している。問機の方法で営巣を続けるが各部のi並行速度は背側前禄郁が最も早く

それについで左右両側で腹似IJは最もおそい。営巣羽虫色後 1時間30分後に本筒巣は13mmで

ほぼ虫体と同長であるがまだ仮筒巣が附着する 。 蛍巣開始後2JF!i間本筒巣 16mm~:こなり吉Í!1

縁が少し拡大される。との方法は筒巣内部から頭部をもって突拡げラツバ形にいとの

拡大された部分の縁に沿って1M立を積み窓ね全体を模形にする。営巣開始後2時間20分に
は16mmにたる。砂粒の附着が弱く時h内侭IJにlお援する。側面観は上縁が長く庇状に突出

し両似J]昔日と腹fHJ]部はまだ問し、。とのl突から筒巣を携えて適当な砂粒を探して歩く 。本街

巣が長さ 19mm幅4mmに達する日賢治、ら腹(日IJにも手を加える。蛍巣開始後4時間後には

20mmにj宝L後i怖が尖ってくるが仮筒巣ははなれなL、。営巣開始後12時再n自明になると長
さより情が憎し最大幅8mm，後端部 3mmになり仮筒巣は無くなる。仮筒巣が無くたる

場合本筒巣の一部も切断され続かくなるとともある。以上で木極の特徴的な箆巣がほぼ完

成したととになるが，更に今後環状部に砂粒を附け加えないが給状にする。との聖母験はシ

ャーレー中で最もスムーズに行われたものの例である。

膜麹目 !段錫自ではミズパチ科のミズパチが幼虫l時代に毛刻自の--flf¥=-ンギヨウトピ

ケラの幼虫に寄生し， その筒巣中で化焔する時にl吐糸して呼吸用の扇平な組状物を作る。

との細.状物が化焔の時に作られるものであるととはj肉体を斜む繭の一端から外部に出てし、

るととによって明らかであ之、。との焔休を包む献は日本紙様のl液状物に細い繊維が不規則

に走る。との繭と糸状物の関係がどのようにして作られるか今後の問題でらる。

双麹目 双麹自ではプユ科とユスリカ恭|に!認するものが営議する。 (図5・6)

(1) フ'ユ科，ヒメマシマグラプユを使用した，プユ季|の幼虫f:J:常に新鮮な大きな流速

の環境を与えるととが飼育の要件である。築者は内作5mmの硝子管内に営巣さ社た。観

察に際しては硝子管に通水しなが川鵠けるのである。その結果は下記のようでらる。熱

虫は附着郁を中心と した行動半筏で硝子管墜をなめ，又はかむような口線の動作で吐糸し

て繭の基礎を作る。附着部附近がもっとも入念に行われる。更に頭部の前方3カ所に口部

からの分t必物で塊状の3点が作られるが直ちに不規則絡円形の塊りにされる。営繭用の糸

は附諸部， 両側官官， 頭前昔\1に先に作られた:不調則~'f'i円形の塊りとの聞に虫体の背側を越え

て巧みになされる。糸をかける回数は附務部と両側部を通るものが最も多く，結局附首都

と両1ftlJ音JIを結ぶ三角形の袋が虫体を取り囲むととになる。蛍巣開始後15分を経過すれば繭

の形が肉眼で見らる程度になる。営閣の行動が終れば直ちに化揃する。

包) ユスリカ科 カグスナガレユスリカを使用して営巣状態を観察した。本底の筒巣は
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流水の石面に附着し長さ8-lOmm内外巣口 1mm多角形で各稜に肋条がらりその先端は

触手状に伸びている。幼虫全筒巣より出し径 7cmのシヤ F レーに入れ，7.K~かを営滋材

糾として与へた。 幼虫は尾部擬制でシャーレ{底に附着し尾毛東で附近の水あかを集めて

塊状にし口訴を使用してシヤ戸レー憶に附着さぜる。との水あかの境りは仮筒巣に相判す

る。営巣は虫休をt仮筒巣のrjtにかく しながら口22と前部俊脚を使用し円筒形の筒巣の基礎

を周囲に作 り更にその上に7.KあかをlIti請させる。材料が附近に不足すると巣口に尾部燦脚

を附渚さを全体を伸長して遠距離のものを集める。営巣の速度は開始後3時間半で6mm

余で→~II ~こ霜曲する特徴を発僚して水面に肉って上反する。との上反した方が筒巣の後焔

になる。後部を完成すると前部の営巣をするが方法は全て同様で筒の太さが指すだけであ

る。元の長さに達するまでに24時間を要する。との観察では何れも多角形 の筒巣になら

ず， 更に口縁から伸長する 4 )ドの糸状物も作られなカ・った。 9~íí化の時には中心部に円口の

ある同心円状の衰を作って筒巣口をふさぐ。

総括

1. ;;持fSで幼虫が水中営巣をする 昆虫は毛錨目 173~， I漠掛目 l径，双惣j目2000(ユス

リカ科につL、て 1:1::不正確〉で~る。

2. 実験室内での各自幼虫の営巣状態は次のようである。

(1) 毛麹自 (a)国首悦筒巣を作るヒ ゲナガハカワ トピヶラでは営巣材料の選択はな

く潜入場所周囲に1!:l:糸して筒栄を作りその後補飼網を張る。くb)可携性筒巣を作るカス

リホソパト ピケラは砂粒で仮僧j巣を作1)後本筒巣を作る。翼状部は最後に作られる。

白) 膜惣自ではミズパチの蝋化筒巣を得ただけで営巣状態の観察は出来なかった。

(3) 双初日くaコプt 科ヒメアシマグラフ・ュは踊化に際してまずF付着物に吐糸して基礎

を作り更に頭部前方に特徴ある塊状の分泌物を置き，とれと附渚部 ・両側部の聞に吐糸し

て体を背函より包むようにして三角形の繭を完成する。糸をカaける回数は附落部，両候11部

を主おるものが多L、。 (b)ユス リカ科カグスナガレユス リカは流水援のものでらるがシ

ャーνー (1ヒ7.K)中で行った。 まず7.Kあかを集めて仮営巣を作 り中に体をかくしながら水

あかと口tfI¥よりの分泌物で;;1;:筒巣を作毛。 まず後部を作 り後前部を作る。Jヒ水中の為か多

角形にならず口縁の糸状物も作らなかった。野l化に際しては中心に円口のある蓋をもって

巣口をふさぐ。

女献

1. 岩田宜俊 1927，日本a:;:毛級自幼虫動物学雑誌 Vol，39 

2

3

4

 

1928， カス リトピケラ幼虫の造巣性動物学雑誌 Vol， 40 

1930，急流接見虫の適応について 昆虫 Vol， 4 

1930，日本産毛切目幼虫 (第5報〕動物学雑誌 Vol， 42 

5 上野誠三 1928， トピヶラ類幼虫の化石筒巣，動物学雑誌 Vol，40 

6. 素木得 ・ 1954，昆虫の分類毛主型自，1艮姻目，双麹白
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7. 徳永雅明 1937， R木動物分額橋蚊科 (1)
8. i"f!:閉校-f1i 1942，日本毛矧目幼虫の整理動物等:雑誌 Vol， 54 

9 

10. 

1942，日;;js:ifR毛妨自の学名和名一覧植物及動物 Vol，.10 

1952， ト ピケヲ幼虫~j!t説新昆虫 Vol， 5 

3 

5 

1. 何百性高.m ヒグナガ"，、ト ピケラ

2.捕伺銅 ヒゲナガJJハトピケラ

く宮崎県立妻高等学佼3

2 

4 

6 

1. ズ"チの呼吸rrニンキヨ ウトピヶ ラ申河県よりI!lるを7j';す
5. "クスナガレユスリ力町筒J具

3 可捌J性潤M¥ カスリ ホソパ トピケラ tt:"I"titii -.{i !u而 日 ヒノアンマグラプユの飾ft筒県
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丸尾温泉附近の 昆 虫白銑

f百 71< 薫

との目録は1956年5月4日，中島教授が務島山麓，丸尾温泉を訪れられたさL、，かねて昆虫

に関心をもたれたいる鵬所有傘孟iiudω付近一帯の駁之依頼は。その機品
で，1956年5月9日から同年8月10日に採集されたものを，坂口達夫氏に総長4年〉が受け

Rり当研究室にeè~けた次第でらる。

E在者はとれら;採集物を同定して霊長島調査の資料として目録に整理した。なお終りに協力

された上記の方-々に対し深甚の誠意を表する。

丸尾温泉附近の昆虫目録

Locustidae 

Patanga japonica Boli var 

ノミツ占科

/ツチイナゴ

Blattidae プキプリ科

Panesthia angusti pennis 1Il iger ~オプキブリ

Perlidae 

Oyamia gibba Klapalek 

Gomphidae 

オオカワゲ、ラ手}

オオヤマカワゲラ

サナエトンボ科

Onychogomphus viridicostus Oguma オナガサナエ

Calopteryg-idae カワ トンボ科

Mnais strigata Selys /71ワトンボ

Cordulegasteridae オニヤンマ李↓

Anotogaster sieboldii Selys オニヤンマ

LibeIlulidae トンボ手ヰ

Lyriothell1is pachygastra Sel ys ノ、ラピロト ンボ

Orthetrum triangulare melania Selys 寸オシオカラトンボ

Sympetrull1 eroticum eroticull1 Selys マユ主テアカネ

Pentatomidae カメムシ科

P丑rastrachia japonensis Scott ペニグチプトカメムシ

Coreidae ヘリカメムシ科

Molipteryr. fuliginosa Uhler 'オオヘリカメムシ
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Ricaniidae ノ、プロモ科

Ricania japonica Melichar 次ツコウハプロモ

pyrr hocoridae ホシカメムシ科
。

Physopelta cipcticollis Stal ，ヒメホシカメムシ

Reduviidae サシガメ手L

Opcocephalus philippinus Lethierry 小ピイロサシガメ

Cercopidae アワプキムシ科

Aphrophora costalis Matsumura ~ェキアワフキ

Cicadidae セミ科

Platypleura kaempferi fabrici us ~イニイゼミ

Graptopsaltria nigrof回目ta Motschulslげ んブ・アラゼミ

1、erpnosia vacua Oli vier 噌ノリレゼミ

Cixiidae ヒシウンカ;f>r
Oliarus subnubilis Uhler 0オオヒシウンカ

Corydalidae へピ トンボ科

Protohermes granc1is Thunberg ....へピ トンボ

Osmylidae ヒロバカゲロウ科

Plethosmylus hyalinatus MacLachlan 矢カシヒ p メカゲロウ

Myrmeleonidae ウスバカゲロウ科

Hagenomyia micans MacLachlan /.ワスパカゲロウ

Panorpidae シリアグムシ科

Pauorpa japopica Thunberg シリアグ

Stenopsychidae ヒゲナガカワ トピケラ1斗

Parastenopsych巴 sauteri Ulm巴 Iチヤパネヒゲナカ.カワトピケラ

Pyralidae メイガ「手!

Batyoc1es princi palis Leech 〆オオキノメイガ

Sylepta luctuosalis Guenee o'eングロ ノメイガ

Margaropia pigropunctalis Brem巴r 〆マエア カスカシ ノメイ ガ

Uc1ea panc1alis Hubner 0ウスオピキ ノメイガ

Pyrausta nubilalis H仏bner ?ワノメイヵ・
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Drepanlidae カギノミ科

Hypsomadius insign.is Butler 〆アカウラカギノミ

Callidulidae イカリモソガ科

Pterodecta feld巴ri Bremer イカリモンガ

Epicopeidae アゲハモドキ科

Epicopeia hainesi Holland アグノ、モ ドキ

Zyg-aenidae マダラガ手ヰ

Piclorus gIaucopis atratus Butler ホタルガ

Lasiocampidae カレハガ科

Cosmotriche albomaculata Bremer ' 7-ケ カレハ

Cosmotr凶 e po凶 oria Lin吋 4シカレハ
Cymatophoridae 

Bombycia intensa Butler 

Bombycia argenteopicta Ob巴rthur

Ceruridae 

Pterostoma sinicum Moore 

Gangaridopsis citrina Wileman 

Geometridae 

Ochrognesia clifficta Walker 

Hipparchus sponsaria Br巴mer

Scopula confusa Butler 

Microloda bella Butler 

Callygris compositata Guen白

Sibatania mactata Felder 

Lobogonoc1es compIicata Butler 

Chiasmia c1efixaria Walker 

Cystidia stratonice Cramer 

Percpia giraffata G uenee 

Dilophocles elegaj1s Butler 

Angerona aexaria Walker 

トガリメ;科

0*ソ トガリメ
ギシボシ トガ リパ

シャチホコ科

/オオエグリシャチホコ
ρ 
アカシャチホコ

シヤ グガ科

'シロブアオシヤグ

段シロオピアオシヤグ

。ウスキ トカ'リヒメシヤグ

〆，]<ソメナミシヤグ

与ミガFシロナミシヤグ

令ロウ ドナミシヤグ

込ソスジナミシヤグ

'ヲタテンオエダシヤグ

aトンボエダシヤ グ

~オプマ !f ラ エダシ斗!!l

(!lロフシロ エダシヤグ

ちマトピキエダシヤグ

Auaxa cesadaria sulphur巴a Walker Dキエグシヤグ

Sphing-idae スズメガ科

Theretra japonica De l' Orza /'己スズメ
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Ther巴tra silh巴tensis Walker ~ツ ポ ンセスジスズメ
Macroglossl1m pyrrhosticta Bl1t1el 今}ミシホウジヤタ

Gl1relca masl1riensis sa時 aica Butler tメホウジヤグ
Psilograml11a inCl・eta Walker らモブリスズメ

Herse convolvuli Linne 三ピカラスズメ

Lymantriidae ドグガ科

Euproctis niphonis Butl巴r ラロモン ドクガ

Noctuidae ヤガ科

Ecl巴悶n悶a hama叙武Eピ白守

Ecl巴ssena g巴凶usalis Wal1，er cルシラホシアッパ
Zanciognatha griselcla Butl巴r らマオピアツメ

Pangrapta trimantesalis Walker 

Zanclognatha fUl110sa Butl巴r

Oraesia emargin且ta Fabrici us 

Oraesia excavata Butler 

Blasticorhinus ussuriensis Bremer 

Aclris tyrannus Guenee 

Phytometra peponis Fabricil1s 

Mocis annetta Butler 

Speireclonia japonica Guene巴

M巴topta recti fasciata Menetries 

Nyctipao crepuscularis Linne 

Cocytocl巴s co巴rulea Guene巴

Eustrotia argentata But1er 

Oligia vulgaris But1er 

Amphipyra pyral11iclea Li)"l)1e 

Al11phipyra corvina Motschulsky 

Cucullia fraterna But1er 

Cirphis inornata Leech 

Clavipalpula aurariae Oberthur 

Naranga aen巴scens Moor巴

Polia illoba But1er 

。ウスモ γツマキリアツノミ
〆

ウスグ p アツノ~

t メエグリパ

'アカェグリメ

らウンモンクチバ
/ 
アケピコノノ、

'ウリキンウワメ

Jウンモングチメ

/トモエガ「

iシロスジトモエ
/オオ トモエ

〆ブグラスズメ

IVロヒシモン コヤガ「。
ハジマグチノミ

Oシマガラス

ヲJラスヨ トウ

'ホ ソメモグメ

<:¥yマ アカキヨトウ

与ンイロキリガ

~タオピコヤガ

-?'"シ Fヨトウ

Arctiidae ヒ トリガ「科

Spilosoma seriatopunctata Motschl白 ky i;，.ジモシヒ トリ

Mi1 tochrista graωsa はriata Bn~m巴r et Gr町 長ジペニコケガ
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Chionaema hamata Walker '7カスジシロ コケガ

Paraona staudingeri Alpheraky ""9ピワウスグロホソメ

Hesperiidae セセリチョウ科

Daimio tethys M印etries 合 ィ ミヨ ウセセリ

Choaspes benjaminii japonica .Murray チォパセセリ

Hesperia florinc1a Butler 作 カセセリ

Halpe varia Murray e'コチヤバネセセリ

Polytermis pellucic1a Murray /;;tオチヤパネセセリ

Notocrypta curvifascia Feld 巴r et F巴d出出lcピ伽巴

Par剖rna寸百na附lar悶a 宮郡別刺gutt川叫1北巾t口伽t匂凶ata B臥r印rem官eme巴訂r 巴凶t G町 づチモ γ ジセ セリ

Papilionidae アゲノ、チョウ科

MeneJaic1es aJcinous KJug 
/ 

・ジャコウア ゲハ

Graphium sarpec10n nipponus Fruhstorfer ケオスジアゲハ

PapiJio xuthus Linne アグノ、

Papilio protenor demetri us Cramer 今ロア グノ、

PapiJio machaon hippocrates FeJder et F邑lder ;'キアゲハ

Papilio memnon thunbergii von SieboJd Iナガサキアグハ

Papilio heJenl1S nicconicoJens Butler 〆モソキアグハ

Pieridae 〆 シロチョウ科

Pieris rapae crl1ci vora Bois伽 vaJ 4-ンシロチョ ウ

Eurema hecabe mandarina de I'Orza /q.チョウ

Pieris meJete Menetries .t;.ググロシロチョウ

Lycaenidae シジミチョウ科

Lycaena phlaeas c1aimio Seitz ぐニシグミ

Zizeeria )naha argia Menetries -'ヤマ トシジミ

Danaidae マダラチョウ科

Danaus tytia niphonica Moore 〆アサギマダラ

Nymphalidae タテハチョウ科

Limenitis camilla iaponica Menetri白 苛チモ γ ジチ ョウ

Argynnis cyclippe pall巴scens Butler くらラギンヒョウ モン

Argyn)lis hyperbius Linne 弓7マグロヒョウモン

Vanessa inclica H巴rbst ぞfヵロテノ、

Kaniska canace no~ japonic l1m von Siebold めレリタテハ
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Araschnia burejana sremer 今か、チチョウ

Cyrestis thyodamas mab巴lIa Fruhstorfer tfシガケチョウ

Neptis aceris intermedia W. B. Pryer コミスジ

Satyrilae ジヤノメチョウ科

Ypthima argus But1er 壬メウラナミジヤノメ

Lethe diana Blltler らヒカゲ

Neope goschkevitschi i Menetries 今マ〆ラヒカゲ

Mycalesis francisca p巴rdiccas Hewitso.n Iらジヤノメ

Melanitis pheclima oitensis Matsumura ‘コノマチョウ

Melanitis leda cleterminata But1er れ?スイ μ コノマチ五ウ

Carabidae オサムシ手ヰ

Cicinclela hybl・icla japanensis Challc10ir 1)コニげノ、ンメヨウ

CicincJda chinensis Degeer ダ、ンミヨウ

Carabus blaptoic1es KolIer 匂イマイカゾリ

Elateridae コメツキムシi斗

Melanotus annosus Cancl色z巴

Corymbites prllinosus Motschlllsky 

Llldi us siebold i Cancl色ze

〆

トピイ1"17シコメツキ

ψモプリコ メツキ

ヲすオナガコメツキ

Cantharidae ジヨウカイ科

Athemus s山

Tenebrionidae プミムシダマシ平司

Plesiophthalmus nigrocyanells Motschulsky 〆キマワリ

Cerambycidae 

Megopis sinica White 

Stenodryas cJavigera Bates 

カミキリムシ科

く7スバカミキリ

今メイロカミキリ

Pur・pllricenllS temmincl王ii Guerin-Meneville ペニカミキリ

Melanallst巴r chi.nensis maclllarius Thomson ノプマダラカミキリ

Batoc巴ra lineolata Chevrolat シロスジカミキリ

Pterolophia caudata Bates 〆トガリシロオピサピカミキリ

Curculionidae ゾウ ムシ科

Baryrrhynchlls poweri Roelofs ペツヰーリゾウムシ

Si pal us hypocrita BoherT 

Hylobi us c1esbroch巴rsi Zu.mpt 。トグアナアキゾウムシ
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Scarabaeidae コガネムシ科

AnomaJa rufocuprea MotschuJsky l'ヒメコガネ

Liocola brevitarsis Lewis 

Xylotrupes c1ichotol11uS Linne 

ぜシラホシハナムグリ

A プトムシ

LlIcanidae クワガタ ムシ季}

Psalicloremus incJinatus Motschulsky ザコギリグワヨiY

Macrodorcus rectus Motschulsky 

Dorcus moti vagus Lewis 

J コ?tワガタ

9 ヒメオオ ?tワガタ

Pompilidae ペツコウメチ科

Xanthamplllex pernix Bingham CJヤドリペツコウ

く宮崎大学農学部応用昆虫学研究室)

官 11内販未記録の tl我2種 背水素 ・中島義人

l. ?tロモンシタバ A)111a tirhaca Cl!AI¥IEH 

コド衝は1954年柑橘の吸J!y:性夜i成績の調査におし、て9月24日に3頭，10月5日に2頭採集し，

彦山生物研究所の黒子治氏の同定によった。

分布は南ヨ ーロツメ.インド，中国.I:l本にわたっている。本邦では既に福岡県(1936)・

仰戸市 く1945)，宇都宮市 (1954)の記録がるる。生活史は明かでなし、が成虫が果汁を摂

取し，宮崎では主として柑橘園に集り， ミカン汁を吸J[主している。

標本は法学部応用昆虫学研究室に保管してらる。終りに同定を煩した黒子浩氏に謝意を

表する。

2. モンシロモ ドキ Nyctemera plagifera W ALKER 

1 944年 1 0 月 25 !:1 宮崎益専(城宮崎大学長語学者~) の長湯に栽培されているスイゼンジナ

(Gynllra bicolor Dc.)の処々に喰農があるので調ぺてみたと とろ，粗蹴を色・んでいる

多数の蝋をみとめた。とれを飼育箱に牧容していたととろ11月5日に羽化しモンシロモド

キをえた。南方系の珍種で，生態を調べてみたし、と計画していたがその年以後は発生をみ

なか』った。

J察木4{国体は没学部此;用jも虫学研究室に保管してゐる。

(宮1:1奇大学法学部応用昆虫学TJff究室〉
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アケピコノ P の天敵につ v、て

背水 薫 ・中島義人

著者等はアケピコノハの幼虫を採集，飼育中に寄生蜂 ・寄生蝿の各 l種の天敵をえたの

でその概要を報告する。

本文を草するにあたり，常に御指導封切っている中島博士並びに本研究に関し御教示と

同廷をいただし、た九州大学安松博士，格広務盛大学高野博士に対し深謝の意を表する。

アケビコノハの天敵

寄生蜂については1949年に採集した材料によって安松博士が Euplectrusnoctuidipha 

gusと命名発表された。それ以来探集の機会をえなかったが，1955年9月4日，ヌド種の寄生

しているア ケピコノハ〈幼虫〉を探集した。即ち寄主の1同部第7-8環節i背函上に47個体が
1固となって寄生していた。とれらは体長は3mm内外で 9月11日-12日に亘って鮪化

し，焔期5-7日，成虫は蜂蜜の給餌で10-20日の努命を保った。本虫を蚕に寄生せしめよ

うk試みたが充分な結果がえられなかった。

寄生畑は25年より飼育中のアケピコノハ幼虫よりえていたがその形態がカイ コノウジメ

エに類似している奈がすくなくないので，高野博士の教示によりSturmiasp.止した。

ヌド虫のアケピコノハ幼虫に対する寄生状態は次表のようで春季に寄生半が高L、。

アケピコノハ幼虫に対するStur)niasp.の寄生

守¥採
¥¥¥実

地¥年
¥ 月
区¥項 ¥¥.:1
¥目 ¥
名l

|健全個体

下北l寄生個体

|小計

健全個体

指武|
寄生個体

計-

寄生来

17 11 

O 17 

17 28 

100% 。 ::58.3% 

5 年

9 月

O 

9 

7 

16 

41.2% 

次に寄生形態は弐表の如くで多答佐1:で，しかも完寄生女行う 。木寄生怖のアケピコ ノハ
を脱出する時期は，草野主体の前焔矧に40.8%で，他は焔籾，幼虫切である。
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アケビコノハにむIするSturmi.asp.の寄生形態

6 

6 

出百

:本寄生舗の幼虫胡については未調査であるが，i吊籾は春期に約21日間，成虫は蜂主主を与

えて約6日間の努命があった。

近縁種との比較

Sturmia sp.は多く の点でSturmiasericariaeと酷似しているが， その相諜点は次表

のようでらる。

Sturmia sericariae e. Sturmia sp.の比較

2実 Sturmia sericariae Sturmia sp 

12.0-15.0mm 1O.4-14.4mm 

黒褐色 7Jf;、褐色

2.5 - 2.3 2.7 - 2.9 
2.8 - 2.3 1.9-1.7 

14.0-19.0mm 10.8-14.1mm 

5 ~l 2 ~I 

鰐形く普遜3個〉 放射形

12.0mm 7.2-11.4mm 

生態
化性 多 化性

単寄生 く普通〕 多寄生

形態的には特に幼虫の前気門の数に明らかな相異があり， 後予定門の排列もSturmia

sericariaeの熔形なるのにSturmiaspは放射J診を呈している。叉生態面では前者の年
1闘の発生で，しかも普通，単寄生を行うのに，後者は竿数回の発生で多寄生を行L、明ら

かに差異を認める。

むすび

アケピコノハの天敵としては寄生蜂Euplecturuspoctuidiphagusと寄生縄 Sturmia

sp.をえた。殊に後者は寄生率が高く，完寄生であり，アケピコノハ幼虫の天敵として有

効でるる。 く宮崎大学農学部応用昆虫学研究室〉
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宮崎駁に於ける P タケグモ属の一種について

萱 1[[島 泉

?~; \flt;l. P尽に於てハ F ケグモ防 CHahnia) に属するグモは， 今日まで発見されずに¥，、た。

しかし昭和31年 l月29rrに，本校2年生の斉賀rr出雄君に依って，本|交の後jたて、採集さ
れた。とのグモは体長2.5;粍のI極く小さいもので，車「の間に小さいロ「ト状の網を張って

生刑している。 糸沈ヵ~6 本 と も，n路， k1誌にー列に並んでいるのが独得の特徴である。現在ま

でに本邦より次の 4種類が報告されてし、る。

1)ハ Rケグそ くHahniacorticicola Bo邑Jr..et STH.) 

2)ミヤシ円ハ者ケグモ (Hahniamartiallis B凸STI:. et. STH.) 

3)タサジハタケグモ くHahniapratensis C.L. Koull) 

4)ヤマトハタケグモ CHahnia nipponica K1Sl{]WA) 

今回照雲集されたものは以上のものと少しく異るので，Hahnia sp.とい 和名を仮にサ

イガハタケグモ kして報告させて頂きたし、と思う。

測定 (単位はmm)

2.50 

背甲腹部
長 | 巾 「ーっ長 l rlJ 

1. 201 0 601 1叫 0.70
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1. 00 
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q
J
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2

2

 

円
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0.46 

阪1¥ 肢 1. 04 0.45 0.201 

記載

背甲は長さがI-IJの約 2fさで，前方へ締まり，mf.l¥は高く降起し!胸部の後部まで延び後は
急、に低くなっている。中沼は縦にはっきり kってL、る。放射溝は浅L、。限はB簡で， 2，$iU 

に:'aされ，前列限は後曲，後列映は前曲，前列中限は前方を，両側販は側プiを，後3i1!中限

は上方を向いている。前列中!恨は最も小さく，他は町長h岡大である。上顎は細長〈，牙l土
3 

短小，下;演は原形で巾は長さの 4 である。下慮は小さく，.f格形で高さは下顎の長さのJド

- 38ー



分にi乏してし、る。胸板は中凸の心問形で，後端は第4歩脚基部関に鈍く出ている。歩脚は

締〈長L、， 務 1!伝脚が最長で，第 1，第2，第3の1¥慎になっている。各歩脚kも服飾は旅

館lより符い。叉各判員!の名節には決表の紅lく邸¥1主が生えている。

lZよl腿節片山節|脈節|附節
2本 2;iド

2 2 2 

3 2 

4 2 

1[¥3士3;iドで，巾の2本は対をなしていて大きく， 本の櫛闘を有し，他は小さく 3:本の櫛

歯を有している。 〈第6図〉

腹部は楕円形で，長さは巾の約2倍J:"1)，生殖ちまの外部と内屈は第7閃，第8図の如く

でらる。気管気門は胃外符と糸aとの中間部に横に大きく開口してL、る。糸沈は概ね僚に
一列に並んでいる。最外側kその次のものは3節からなり，最内側のものは2節からなり

たっている 。 しかしそれぞれ第一節は基節の如き形をしていて自立たないが，苛'I~:加盟で

煮る とはっきり lて来る。最外側のものは第2節と第3節は時h同長で，第2ifiは大<， 

iFf~3飾仕組L 、， その内{~J]に 5 簡の lt上糸孔が第3関の如く配置されている。

巾聞に位寸る糸沈は第2笥iI土太く，長さに於レて最外側の筑2節と町長々同長である。第

3節は傾小でタ亡き紘り になっている。最内{~Ilの糸沈は第 2節だけで，第3賀yiはなし、o ~1~ 2質li

i主前者にj七絞して統 <，~万かし、。 (第 4 図3

色彩

背Ff1li茶褐ffJ"頭部には第2関の如き黒褐色の斑紋がある。限ば前列中限のみ然色で他

は褐色になってし、る。中沼はす味のかかった慢色で判然としてし、る。上摂，牙，下顎，・下

屋，胸阪共に茶機色で，黒褐色の軟毛がまばらに生えている。歩脚は各宣7i共に茶褐色て'あ

るが，1胞質iの中央部が少しく;:'さ色を棺びてし、乙。矢張り黒褐色の軟毛がまばらに生えてL、

あ。束1]毛は黒色を呈する。

腹在:I~上面は黒色， それに銀色に光る矢筈形の 6 簡のま在紋を装うが， しかし光線の具合で

よく見えたり，見えなかったりする く第5関J。下箇は茶褐色で，生殖城と胃外7持，気管

の長門は少しく 1I虫色， 糸reは粉々淡色とな~。

記松原本l土成体のtft1Eである。 C息'崎県立高JllH~~~"'~高等学校〉
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図版 I

6 

萱島

1 背Ifl申下而

3 f(，~ う申f~~ト側の第3節

5 腹部申上部

7 雌の生M<Jの内面
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2 車I部の上面
4 f(，喰うを下から兄た図

6 :IJi闘の先端申第3爪

3 ftまの生磁器申表面I

4 
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住居に特徴のある トタアグモの一種について

萱 l鳴 泉 ・ 審賀日出雄

昭和30年10月15日に児湯郡木城村石河内方面に蜘株の採集に行った。高鍋から}11原まで

はパスで行き，川原から森林鉄道の線路に沿って徒歩で石洞内に向ったのであるが，JI!原

、ら約3kmの所で，戸葦を持って居ない住居巣を作っているトタテグiモ3頭を採集すると

とが出来た。住居巣の形，!1モの形態共に大変珍らLいので，未だ完全に研究してはし、な

いが. 此処にその大要を記述させていただき t..:.~ 、と思う 。 此のグモは第 3 歩脚H受賞líに凹所

がなく，どの歩!附lにも毛東があり，~坦蕊は闘が存在 し， 内外の牙涜幽があり ， 自主肢基部に 1 4簡

の筒状の刺を有し.n、るととろからLatouchial震に入るものであとととは磯安である。
さて現在日本からLatouchial爵のものはL.japonicaとL.swinhoeiの2種類が発表され

ている。とのグモはL.japonicaと最も似ているので，とれと比較してみるととにする。

Latouchia sp. 

り 杷擦は10笛を有す

2)触肢基部に14簡の小歯が4列に宣主んでL、
ろ

3)外芳三堤歯は7箇，内牙堤歯は6笛

4)歩脚l順位4，3， 1， 2 

5)住居巣に戸室まがない

6)腹部上閣のま亙紋l土判然としない

Latouchia japonica 

1)絶器は5簡である

2)蝕基肢郁にB箇の小簡が2:7Uに並んで
L 、ろ

3)外牙堤歯は7箇，内牙堤色面は8-9箇

4)歩脚l順位4，1， 3， 2 

5)住居巣に戸蓋がある

の 腹部上国には明らかに7箇
の矢筈形のま妊紋がある

以上のととから今回深集されたグモはLatollchia japopicaでないととはわかったので

ある。それで新態でなし、かと思われるが，唯ととで一つ実になるととは，探察Lた箇体数

が僅かに 3頭であるとと ， 叉住壱{国に戸蓋がなかったのは， とのグモの本来の習性で~ろ

うか，叉他の色hの原因で住居巣が破演された為めに戸蓋がとれたので，臨時に戸室をなし

の住居巣を作っていたものであろうかを，1龍めるととが出来なかったので，此処では新種

とせず単にLatouchiaspとして発表させていただくず、第でらる。

住居巣の状怒

姻割のあまり雨のあたらない傾斜面vこ3箇[本共発見した。住居巣は入口から底まで全部
糸で袈うちがしてある。どの巣も入口は地f!わよりlcmばかり突出して居て，キンチヤグ

の口の様に内側より歩脚で入口の周囲を内部にきゅうっと引き入れて居た。

A栄 :奥行8cm，入口直径lcm，孔の最も広い所の直径1.85cm，孔は下向になってい

た。B巣 ー奥行8.5cm，入口直径1.2cm，孔の最も広い所の直径2.Ocm，孔は下向であ

る。C:奥行7.8cm，入口直径1.1cm，孔の最も広い所の直径1.5cm，孔は下向になっ

て底たが奥の所は少しく1-にあがって居た。備とれらの巣のあった所の土質は赤味のか

った，1省土質の所である。 (宮崎県立高鍋農業高等学校〉

- 41ー



何 11昨1孫における特殊動物

中 茂

ヤイロチョウ Pittafrachyura nYl11pha T巴I11l11inck& Schlegel 

中iJi¥の東南部から台湾，ìJ~，I'!'\島に蕃殖 L ， 本州、\， J7U1同， 九州、\~こ夏烏 として渡来するがん

州ではすとぷろ草花れである。f81に英彦山 '1 19∞ ・1933，福岡県糸島郡芥屋村烏帽子A!:・

rfi房山〈熊本県側1¥)VI[ 1924， ~畑島山) 11 . 対島" 1 1885， ¥111925など記録されてし、る。宮

崎県では矢岳北館の森林中で1932年前'1、林常林製岡山氏が捕獲した。その後祭者は周治県

郡須木村内山にて 1951年9月23円の午後創刊、)1¥にさしか Lっていたグリ樹上にて捕獲し

た。mrr，f:本観察して食餌はサワガ t で:t:;，るととがわかった。標本は宮崎大!学j史学部に保管
してL、る。

オオグンカン ドリFregatal11inor l11inor CGl11elin) 

本債はハワイ群島 レイサン島， ニウジーヲン ドなど烈宇ffF付近の海洋に綴思し，硫黄

掛南鳥島にも時寸る。本邦太平洋治岸にては稀に旅烏または迷鳥として従来している。

本県では1954年9月14日険，思後，宮崎市瓜生野にて円高事件ヨ夫氏が柿の樹土で主主捕ったも

の(勾兵参照〉と，坊決、で1956年9月91司随風笹前の強風が吹きまくる朝6時，FI南rl1鵜

戸吹宅井の浜辺で長友直行氏が生捕ったものがある。両者ともイワシを館として捕穫後数

11 問飼育した。 前者は標It~ として宮崎大学~r~~学部に保管 してL 、る 。
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動物のけ荊をいかにと bあっかうべBか

吉 田 敏治

渋谷 (1956)は最況のさ57写『牛態学の諸問fHUの序文で生態学を定義して w生態学と

は生物の生前についての科学でわる』とのべている。生物の生活は生物と無機的な，ある

いは有機的な環境との関連を通じで具体的に展開される。との生活内容を個々の生物につ

いて把握しようとしたのが各個生態学であり){国hの生物の生活のつながりによっで構成

される生物群集をとらえようとしたのが群集生態学でらった。とのように生物の生活は生

態学をなりた Lせている限目であるが，との生活を基礎に生態学の体系をうちたでようと

する意識的な試みは未だにその絡についたばかりでゐる。それにはその築ずけとなる資料

がなければならないが， そのためにも生前今般の科学的なとりおっカ.~，カについて一応反

省してみる必要があろう 。

1i9]!助の複雑な生活をくまなく観察しで詑述しようとしたのは，生態学建設のーょくをに

なったナチュラリストたちでらった。彼等の長所は，観察はあくまで自然に忠実で，その

記述は生活全般にわたっでいて具休的であろ点にあったが，いきおい記述は冗長に流れ，

個々の生活内界の内にあってその主一執をなしでいるものを見失う健所をももっていた。と

うしで動物の生前についての知識が援富に1実践されるにつれ，一方生理学や心理学の発展

とあいまって，行動や湾性についての資料の整玉県がす Lんだ。また主として見虫を材料

に，それらが主主々の物理的環境条件下で示す煎卵数，発育所要日数なrの生活の量的要素
が実験的に研究され，乙れらと関連して生活史の記述も整備されできた。しかしとれらの

紫続には， 前ffにあつではともすれば生活の全的な把握を忘れ，その一面を強調する傾向

を伴し、，またいずれの場合にも£舌をより次えの(邸、生理現象に還7乙してしまおうとする

誤りが含まれでいた。

方柄物地理学:こ掃を発し，積物の形態が生稲環穏に大きく規定されでいるli，に着目し

て生活形くlifeform)の概念が生れた 。もともと形態は機能と官接不向性な関係にあり，

可然生活内容はそれを嵐定しでいる体制と結びついてし、る。 しかし生活形の概念は

RA ONKIAF~ L{ (1908)の祭僚にもみられるように， 多分に誤った環境決定論に導びかれ，

環境の反吹を形態にみようとしたもので，比較的その体制の環境に規定されやすい植物で

は)phyto了neterとして群落とその環境との結びつきをとくのに確かに大きな役割jを果し

てはきたが，行動や生E理的調整が経神系統の発展にともなって大きく環境との関係を制約

している動物では，同ピ概念の通用は)GH1S(191S:.やHESi;E(1924)の努力にも拘ら

ず成功しなかった。そしてわずかに植物に近い生間を行っている海底の開業性動物Jや，野j

きの少い動吻について生所形の領豆!化が試みられたにすぎなL、 。 CLE~1ENTS と Snm:，FolW

く 1939) もいうように動物では生前形の概念は習内耳~の概念に慌をゆず{:，ぺきであり ， 形
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憶に環境の反映を言売みとろうとする前に，その生活紙式肉体を類却.化し，形態はむしろそ

の生活との結びつきを通してとりあげるべきであろう。

岩田 (1955)はナチユラリス ト遠の業績をうけつぎWlrE.leLEHく1923)の仕事をさらに

発展させ，一応形態とは切りはなされた生前自体を対象にするととによって，形態の績縁

関係を過してはつかみえなかった昆虫の多機な生所の発展過程をときほぐすととに成功し

た。岩田はl肢矧自について食物や蛍巣法をも考臨しつ L各種の習性翠Qを{閏hの習性を示す

符号の組合ぜによって整理し，有rliUilli:目の7よ科について20の習性到の存往するととを確

かめた。さらにとれらを6つの生沼郡.にまとめ，それをもとに生活の進化を考尽した。 私

はと Lに最もすぐれた生活のとりあっかし、方の具体例をみるのである。

しかし膜勉自はやは り昆虫全般，ないしは動物全般からみれば特殊な生活様式をもった

一群でらる。また岩田は生活の発展過程を追求するととをさ.目的と しているために，一般

のj昆虫についてその生態現象を生活を基軸につかむためには，との習性豆!の瀕型はそのま

Lでは狛用できなし、。 そのためにはll，、逮はまず，られとれの生活内鮮の中から特に生態学

的に第一義的に軍要な習性をぬき出してとなければならなL、，つまり個々の習性の聞に，

その生活上の芯義の重要性の将軍に従って序列党つけ，その中から最も意義の深いもの女

L 、くつかぬき出し，それを基準にして生活の煩型化を志さねばならなL、。

渋谷く1956)は生物の生活をさ Lえる2大主取hとして個体維持と種:族r維持の機能をら

げ，との内でも個体維持が生活の主要な側面をなし，さらに生きるために必要なものを獲

得しまたは作るための要素をその最も援心的な部分だとした。そしてその要素の主体的側

面である機能とむすひ.ついた体制jのもつ窓義を強調した。とれらの考察は確かに綴心を正

しくつかんでいると考えられる。との渋谷の考えをさらに具体的に展開してゆくと ζろに

生活のとりあっかいについての今後の発展方向があろう 。

以上生活についての今までのとりあっかし、方を概指してきたのであるが，以下にさらに

2， 3の私見を加えて問題点を整理し結論にかえよう 。

1) 個hの主物の生活全般を科学的に取りあげなおす必要がらる。

2) 生活儀式を規定しているものは何か。 一生活の基軸を何にとるべきか。どう して食

%~を後得しているかが最も主主要な要素である 。

3) 生活において動物体 (形態〉のもつ意義の再検討。

4) 個体の生活と種の生活とはどのように関連するか。種の生活の考察が必要でらる。

5) 生活概念の内一生活の量的側面をどう導入すべきか。

6~ ・生活の1時間的f間多一個体発生にともなう ， あるいは生活史にみられるーをどうとり

あっかうか。

7) 種翻の相互関係の，両種の生活の関連を通じての解析。
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白蟻研究のうどさ

9=1 茂

戦争は害虫の大発生を誘うとし、う，わが国の場合もとのノレーノレにたがわず各種の害虫に

一大勢力を獲得せしめ，ひいては戦後の回復に多大の支i慨を与えた。との白磁類の分布密

度がたかまったのにもかようなわけがある主みる。しかるに白蛾の防除の基礎となる研究

はかえって遅滞し，被筈はi曽大の一途をたどるのみでるる。かよう十こして遂に白蟻問題が

一つの社会問題にまで発展しようとしているのはむしろ当然であろう 。

さてわが国の白織研究はかつて台湾におL、て，大島正満氏 ・素木得一氏らによる輝かし

い業績があげられながら戦争によって研究が中断された状態である。筆者は古くより集団

僅;巣の生態の研究に若手しており，併せて日本の白蟻研究では只一つの場である南九州|に

身をおくととを幸いに，いささか研究を進捗している次第である。もとより円蛾研究の道

は多難であるが同室の研究者，並びに同好の者の協力をえているととは真に力強い限 りで

ある。なお，とのさい外国における研究障の一端を記してみよう 。

さきに米国では C.A.KoFOID(1949)を主班とする California大学の研先陣 による

Termites and Termite ControIは白肢の形態，生理，生態の各部門別に分担し，防除

に触れていて，かつて T.E. SNYDEL( (1935)“Our Enemy the Termite"以来の秀作

である。英国で最近，S. H. SKAll!、E(1955)の “Dw巴lIersip Dar知less"をもってと

くに独創的な研究方法を紹介している。 次に秒、逸では H. SOH~IlDT可 ( 1955) の “D i e

Termiten"として白腕研究者6名の分担合作が出来上った。そのメンパーの 1人には戦

後 Reverkusenに創設された Bayer会社の白峨研究班主任の ADOLj<'HEl{]'Sも加わっ

ていて白蛾研究者には一読するべき文献である。

ぐ富山奇大没学部応用昆虫学研究室〉
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和、の幼少年時代 と動植物

中 ¥11 至 大

1l、は田舎に生れ，民l舎に育ったととを幸福に思ってしら。野や山やrffiゃ小)1¥や出l季移 り
変わる大自然，田舎の子供遠の最良の友達なのである。学校から帰える と，1:¥の暮れるの

も忘れて，野やY-lllを駆け狙っていた頃がなつかしい。

正月が近ずくと，マヅ ・ユズリハ ・ウラジロなどを採りに裂の雑木林に出かけた。そし

て門松を自fliって楽しい正月を待ったものである。ウメの花が咲き，ツバキの花が咲き始め

ると，メジロやヒヨドリが蜜吸いにやってくる。おとりを使ったメジロとりが忙しくなっ

て〈る。私も小さな笹竹の管で，花から花へとツバキの花の蜜を吸ったものである。

畑に大根の花や菜の花がゆ2き出すと，畑にはコカワラヒワがやってくる。とれのわなか

けが忙しくなる。ヤマザグラの搭撲の桜漬もどよく食ぺたのもとの頃でらる。泰のお彼岸古lij

のヨモギ採りも楽しいものの一つでらった。

ツバナ ・イタドリ採りも琴における子供の遊びの一つであり，とれらは結構立派なおや

つなのである。ワヲピ採りには速く務島山の鐙まで出かけた。

裏の雑木林のr ナイカ〆の若奨摘みもよくやった。ハナイカ〆は方言でツツデと者j、し，

摘みとった若葉を乾燥して冬の聞の味噌汁の突にする。その風味はとてもよく，今でも覚

えている。雑木林にはウグイスカグラの実も熱れ，とれもとって食ぺた。方言ではヒヨ ド

リイチプといっている。

スイカズラの11:の畿を吸¥"，森にはキイチコ。が熟れる頃になると，裂の雑木林の墜にア
カショウピγが卵産みにやってくる。アカショウピンは崖に小さな機穴を掘って卵を生

み，ひなを勝えす。 巣の中のアカショウピンにいたずらして，しとたま手をつつかれたと

とを覚えている。

田植前になると，方言でヨイヲ捕り L夜魚捕り〉が始まる。 とれは松明を燃や しt.r.が

ら魚を突き刺したり，網で抄ったりするのである。とれで大きなナマズやウナギをよく

とった。ネコノ チチの突の渋味をもった味もよく，イヌピヮ otrワの笑もよく食ぺた。

夏は)1¥にもぐって魚突き告とよくやった。とれでイダやコイをとったりした。アシナカツミ

チの幼虫や鏑を食ペたり，餌をとりに米ているグロスズメメチを捕えて，目標をつけて欣

し，それを追し、かけて行って地下の巣を見つけるとL、う方法で，相当大きな巣を見つけた

ととを覚えている。

秋になるとアケピ ・ムペ ・エノキ ・サルナシ ・エピズルなどの突が熟れる。サルナシの

突などは舌が痛くなるまで食べたものでらる。ケンポナシの甘さや飛び上る程間二っぱいガ

マズミの味もなつかしい。

:冬になるとツグ ミや トラッグ ξ ・ホホジロのわなかけに忙しくなり，年は暮れるのであ

る。 (宮111奇大学学芸学部生物学教室〕
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昭和30年度研究接表会講演要旨

1.柑橘に棲息する蜘彰k (1) 江藤 ミ ヲ ・芝吹桂子

特にグサグモの分類，分布，形慾について調査した。その結果を箇条的に示すと次の様

でらる。

(1) 現在迄のタサグモに関する1釘究は殆んど外部形怒の研究に限られている。 (2) 分

組上からは細分主義とそうでなし、ものとにより多少異なりは認められるが種名としては

AgeJena Jimbata ThorelJ (1897)が決定的な存在として認められている。 (3) グサ

グモも他の動物と同犠オーストラリア区で極めて特異な分布を示す。 任) グサグモの雌

{U色よりやや大型でらる。 (5)限は8個の底行性単眼よりなり 4個ずつ2列をなす。

(G) 1磁の蝕肢先端には l備の11¥を有する。 (7) 歩胸1は第 4，第2，第3の11闘の長さで

ある。 (8)腹部は常細長く赤茶褐色の地に褐黄色の斑紋がある。 (め 糸Eどは3.ÍZ~ 6 本

で24':fつ刈危なして育ij，中u;は単節1'-七で:lbるが，後E加工2飾よりなり第 1鈎Iより第2Ufi 
ft_~盗めて長〈種の特長となっている(宮崎県立本庄高等学校〉。

2. 柑橘に棲息する蜘妹 (2) 同高 セ ツ

特にグサグモの棲息状態を東諸地方の柑補 398本について調査した所衣の禄な結果を得

た。

(1) 全然営巣を認めなかった柑偏8本。 包) 最も多く認めたAzの巣数360
(3) M土m=11.08士 0.42 d =8.37 c'広崎県立木庄高等学校〉

:}. !I!l:甘株数種の性比について 中武 トシ子 ・安藤嗣子

オオシロカネグそ くLeucaugemagnifica)及びタサグモ (AgeJenaJimbata)の官主比

を調査した所次の厳な結果を得た。

種 名 1 o I♀|性上伽)1 採長年月日
オオシロヌfネグモ 1 6 1 58 1 10.3 1 JuJy 17， '55 

"サグモ 1 29 1 3.4 1 JuJy 5， '55 
グサグモ 1 2 1 23 1 8.0 1 Oot. 9， '55 

(宮崎県立本庄高等学校〕

J 小麦のコノレヒチン処理試験 1111野 英昭 ・後藤 一 行

コノレヒチンがt諸種の作物に倍数体を作ることからj丘年コノレヒチン処現に!到する研究が盛

んになった。本校に於ても立島先生のj首F+.のもとに甘:謡 ・34L科*1自物等にとのコノレヒチシを
処理しi白hの成績を既にあげてし、るのである。

私共も昭和29年12月より先生の指導を受けて，小ぷーに対してどの様な結果がららわれる
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であろうかと思¥".;:えの織な方法で試験を行ってみた。即ち，供試材粉小麦(品種鹿路島

芳、〉濃度0 . 02~品、 処理時間は 12時間 15時間.~， 24持関の3段階で行った。試験園場は3

畝，矯菌室は2升8合，試験圏湯土質は火山dk土援， 肥料は基把として鶏糞15覧，硫安

3.5貫，熔燐1.5貫使用した。i副巴には鶏奨5貫，尿素 1貫， :lj~~化加里300匁を使用 した。

調査成績は先ず発芳ーから述べる と.12持間処理区は98.5%，15時間区は97.5%，24時間区

は92.5%で対烈区は89%であった。葉長は12時間処理区が149l.9腹，15時間H出土1683.7纏

24時間IKは1424.3纏，対熊l出土942.5糎でらった。止薬に就いては12涛間処理区は474.1複，

15時間区は604.2陵，24涛間区は529.0複，対照区164.9級。

決に分撲数に就いては.12.:時間区22本，15時間区277.ド， 24~寺間区23本， 対照区12本であ

った。有効分礎数は12，1寺間i茎20本， 15時間区26本， 24時間区21 :{~， 対照区 8 ;;ドで 15時間区

の26本が大変よかった。 JI女量は12持関|丞が10:re:228匁， 15時間区が11貰52匁 24時間区が
10貫412匁，対照区6j主7∞匁であった。

以上のととから結論を述ぺると次のごとくなる。

1) 倍数体になったものはなかった様に忠、われるLかし成育とJI主最は処理区がよく特に

15時間区が最もよかった。 2)とのととは分撲数でよく証明していると思う。 3)それて、

コルヒチンは小友に成長ホノレモンの様な|効きをしたのではなし、かと思う 。 4)然しとれは

単に第 1回試験の結果であるから断言は許されない，それで次の年も彩、共はコルヒチン処

理を行¥"，倍数体になるものが出来るか否方、叉コルヒチンの泌度や処理時間等について

も色々と考えて試験を行L、たく思う(宮崎県立高鍋農業高等学校〉。

5.東諸県郡の植物 石川 厚 代

東諸県郡で今まで探集された植物をまとめた所.81科，535種を数えるととができた。

最も種数の多いのはウラボシ科の60種及キタ科の60種でらり，最も少L、1科 1衝のものは

35種あった(宮崎県立本庄高等学校〉 。

6. ア=リン系;賞作lによるササグの成育試験 (第4報〉堀田芳子

私共の学校の生I腕 f究班は5年前より色止の茸f$↓植物に3 アニリ yの染料を使用して，

成育試験を行っている。私は昭和30年4月より供試材料をささげにとって，アニリン赤，

アニリン青，アニリン紫の3径の染料で処理し突!換を行ったのである。現在までに行った

試験で次のととがらが明らかになっている。即ち成育を最も促進させるのは，アニリン紫

であって，濃度に就いては0.5%のものが良<.処理時間に関しては24時間が最適でらる

とL、う 惑でるる。

何故に此の様にアニリン系の染色が賞斜植物に対して成育を促進させるのでらろうかと

云うととが未解決であるので，私は此のJ去に特に注意Lて試験を行ったのである。叉昨年

度の試験の時に処理|互のものが未処理のものに比絞して，si1蝿に反されるものが少なかっ

たの-c，今年度に於ては!I七の害虫に対しても，充分に調査するととにした。
前者の問題を解決する為に私は次の様なととを考えた。
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り アニリシ系の色素に虚子を浸漬処理するのでらるから，最も影響を受けている所は

子箆であると思い子援を試験区毎に調べるととにした。子葉には蛋白質がj吾も多く，?J(に

脂肪であるが，アニリン系の染料の影響の程度!'i{'中hとの2つの物質ではわかりにくL、，

それで，童話く少量しか含有されていない滋粉粒を調査する乙とにした。 滋紛粒は切片をつ

くり顕徴鋭でみるとよく影響度がみられた。 幻 涯漬処理後の盛子のj温度吸牧の程度に

差がある為に発芽とその後の成育に影響があるものと思うのでその調査をした。後者に関

しては揺極力、ら発芽までとくに討.意をして園場試験を行った。

以上のととがらについて調査した結果を簡単に言巴述すると

り アニリン系の赤，奴，青の処理により子諜r!-，の澱粉粒は対照区のものより縮少され

ているととが明らかになった。そして梢h惰円形になるととも判明した。 2) Ilu't度吸J[文

盈は対照区に比して多く，叉l吸JI5l:速度も早い，特に紫!i吸J!主速度が速くなるけれども後に

青の方がより高il:'Aになる。即ち青ば紫に比校して瓶度吸J段i時間が遅れるけれども，長く温
度を保持出来るととがわかった。 3) 昭和28年度，昭和29年度と同じく昭和初年度に於

ても盛胞に対して処廻区のものは抵抗性があった。叉青で処理したものにはどう L、うわけ

かしらないけれどもアズキゾウムシが寄若しないとL、う面白い現象が今回の試験でわかっ

た。とのととは今後大いにlj)f究せねばならぬ惑と思う 〈宮崎県立高鏑農業高等学校〉。

I. 誘蛾tをに土る71¥回害虫の調査 日田文雄 ・馬i渡文弘 ・北村明

本校に於ては昭和28年4月より学校水回に告をうモ誘峨燈を設置して毎年4月一10月まで筈

虫の発生予察を行っている。私共3人は昭和30年度の調査を責任を持って行っているもの

である。昭和30年4月一10月までの結果が出たのでその概要を報告する。

今年は一般に気温が高<，それに台風が僅かに22号の一回だけであったので，務峨E登に

飛来する虫数も昨年に比校すると非常に多かった。叉飛来虫の種類も昨年度には74種であ

ったが，今年度は96怪であった。

次に官官作と最も関係の深い告虫の二化摂虫，三化限虫，ツマグロヨコバイの3U1l類のも

のに就L、て更に調べると，二化摂虫に関しては，今年度9月に入って非常に多く 180頭 l

晩に飛来したとともある。中伺，下旬となるにつれて衣第に減少し10月の2日には93頭飛

来しセ。叉10月の中 ・下句には毎日免55頭から80頭ぐらいを上下してい Fこが， 10月31日の最

後の晩にも83頭飛来していた。との事は昨年，一昨年と比駁してみるのに全く特異な現象

であって，10月に入ると今迄の年ではぐっと減少L.l頭か多く て5頭前後ヲ隠しているので

ある。それで今年は非常に多く発生し，それが空気慌の関係で発生回数に異状を示したとと

を知ったのである。

三化奴虫に就いては，今年は第一化矧には余り多発の傾向を示しませんでしたが第二化

期に入ると昨年よりも遁かに多く，毎穐40頭以上のひらきを生じて居り，第三化期に入っ

て益々その特長を表わしてきた。昨年は数回の台風の製来によって，ニ化問と三化期はぐ

っと飛来虫数が滋少したけれども，今年け益h上昇した。それで思わぬ三化摂虫による被

害が本校の水田に見られたのであった。
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ツマグロヨコバイに就L、ては，今年は4月中旬頃から多発の傾向を表わして来た。5月

に入ると更に多くなり 5月5日の如きは57mも飛来してし、る。 5月の聞は毎晩 100頭から

50頭の間を上下していたが 6 月に入って 1 00~買を泣える l羨になり 6 月で最も多く飛来

した6月17日には 135mとなった。 7月 8月ではほぼ6月と同じ状態で 9月に入って

一段と多くなり 9月12日の如きは 280頭もー11免で飛来した。とれは昨年に比較すると非常

なjfjl:¥'、で，昨年は飛来数は今年の半分にもならず，叉今年の様に連続して多く飛来すると

とはなかたつ。

ιjよの事柄から次の如き結論が云えると思う 。
1) 今年は一昨年や昨年に比較して飛来虫数p 虫の極猿共に多かった。 2) 今年の特

異な天候の結果飛来虫の時期に大きな差異があった。 3) 二化傾虫に就いては，三回発

生をみた。昨年，一昨年に比絞して非常に多発であった。今年度は毎夜の飛来頭数の多少

に波が余りみられなかったが，昨年はその波が非常に大きかった。 4) 三化照虫に就い

ては，一化期より二化期，二化悶より三化期とl順次に増加した。それで出穏期以後にとの

筈虫の筈が多かった。 5) ツマグロヨコバイに就いては，既に4月中旬頃から多発の傾

向を示した。9月に入って続々多数飛来した。との為に萎縮病の発生が多かった。 6)私

共は誘峨燈に飛来する害虫によって，予報を本校生徒並びに町民に罰TI布しているが更にと

れを続けるつもりである (宮崎県立高鍋差益殺高等学校〉。

8.室内の温度 斉藤昌子

朝の聞だけ太陽光線の入る苦[¥屋よA)10時頃から夕刻まで入射する部屋くB)及び全然

直射光線の入らない音~屋 (C) の温度を同時刻に 1 1 月から 7 月にかけて調査した所次の様

な結果を得た。(1) 最も寒い期間はどの部屋でも 1月から2月にかけてで:JDる。問視度

版差の大きいのは12月及び2月である。(3) ilfil度絞差の小さいのは4月である。 (4) 最小

の絞差を示す部屋は (B)でおる。 (5)180Cに最も近い溜度を何時も示す部屋はくB)で

あえく宮崎県立本庄高等学校〕。
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